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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

1 プロジェクト 

立ち上げ 

1-1 情報システ

ム又は組込み

システム（以

下，システム

という）の個

別システム化

計画の作成 

プロジェクトは定められた目的を実現す

るために遂行する，開始日と終了日のあ

る，独自性をもった，マネジメントする活

動で構成されるプロセスの集合である。 

組織は，デジタルトランスフォーメーシ

ョン（DX）などの環境の変化に俊敏に適応

し，多様化する顧客の要求事項を満たす能

力を高めて，継続して顧客に価値を提供す

る必要がある。個別システム化計画におい

ては，組織の価値創出の枠組み，プロジェ

クトの環境の変化や不確かさに対する組織

のリスク許容度を明らかにする必要があ

る。 

IT ストラテジスト（ST）がシステム開発

プロジェクトの立ち上げの承認を得るため

に行う個別システム化計画の作成におい

て，プロジェクトの目標，資源の利用，推

進体制などの具体的な内容を示して計画の

作成を支援する。 

個別システム化計画には，ビジネスニー

ズとその経済性などの評価，プロジェクト

の作業結果や成果物によって現実化される

便益，マイルストーン，予算・コスト，必

要な資源，スケジュールなどについて概要

レベルで記述する。また，プロジェクトを

マネジメントする上での課題，リスク，影

響を受けるか影響を与えるステークホル

ダ，プロジェクトに影響する外的要因を記

述する。 

プロジェクトの成果物を活用して顧客に

価値を提供する作業に関して，プロジェク

トから成果物の引渡しを受けてシステムの

運用を担当する運用組織，システムの保守

を担当する保守組織との協働の形態を決定

する。 

個別システム化計画の作成における ST と

プロジェクトマネジメント業務を単独で又

はチームの一員として担うメンバーの役割

・ プロジェクトに関する知識 

・ 組織の状況に関する基本的な知識 

・ 組織の戦略と目的に関する基本的な知識 

・ 個別システム化計画に関する基本的な知

識 

・ DXへの対応などの組織のシステム戦略に

関する基本的な知識 

・ デジタルガバナンスコードのビジョン・

ビジネスモデル，戦略，成果と重要な成

果指標，ガバナンスシステムに関する基

本的な知識 

・ 顧客の要求事項の多様化に関する知識 

・ 組織の価値創出の枠組みに関する知識 

・ 便益を現実化する手順や方法に関する基

本的な知識 

・ プロジェクトの環境の変化や不確かさが

個別システム化計画に与える影響に関す

る知識 

・ 組織のリスク許容度に関する知識 

・ 組織のビジネスニーズに関する基本的な

知識 

・ プロジェクトの主な成果物に関する知識 

・ プロジェクトのスケジュールに関する知

識 

・ プロジェクトの予算・コストに関する知

識 

・ プロジェクトの資源に関する知識 

・ プロジェクトのリスクに関する知識 

・ プロジェクトのステークホルダに関する

知識 

・ プロジェクトの組織に関する知識 

・ 顧客に価値を提供する作業に関する知識 

運用組織及び保守組織の業務，役割及び

責任に関する知識 

・ プロジェクトから運用組織及び保守組織

への成果物の引渡しに関する知識 

・ 個別システム化計画の記述様式に関する

知識 

・ 組織の状態や戦略，競合組織や関連組織

との関係などを把握してプロジェクトの

目的を認識する能力 

・ ITの動向（IoT，ビッグデータ，AI（生

成AIを含む）など）を踏まえた個別シス

テム化計画を作成する能力 

・ 組織のデジタルガバナンスコードを考慮

して個別システム化計画を作成する能力 

・ 組織の価値創出の枠組みを理解して個別

システム化計画を作成する能力 

・ 組織のリスク許容度を理解して個別シス

テム化計画を作成する能力 

・ 目的の実現が可能なプロジェクトを計画

する能力 

・ 顧客に価値を提供する作業を理解して個

別システム化計画を作成する能力 

・ 便益を現実化する作業や成果物を特定す

る能力 

・ プロジェクトの成果物の引渡しの方法を

理解して個別システム化計画を作成する

能力 

・ 運用組織及び保守組織の業務，役割及び

責任を理解して個別システム化計画を作

成する能力 

・ 個別システム化計画の内容を簡潔にまと

める能力 

・ 個別システム化計画の重点事項をステー

クホルダが理解しやすいように表現する

能力 

・ 個別システム化計画作成時のステークホ

ルダの助言を理解する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

分担は，プロジェクトを立ち上げる組織や

プロジェクトの形態によって異なる。 

・ 対話及び文書化に関する知識 

1-2 個別システ

ム化計画の承

認 

IT ストラテジスト（ST）が個別システム

化計画を審査・承認する組織（以下，承認

組織という）に提出し，個別システム化計

画の妥当性の審査を経て承認を得ることを

支援する。 

計画の承認組織は，計画内容の組織の戦

略と目標に対する充足性を評価した上で，

組織にとっての予算の限度，組織が期待す

る完了時期，適用する品質要求事項，資源

の利用可能量などを勘案し，必要に応じて

計画内容に対して何らかの制約又は条件を

加える可能性がある。ST が，設定された制

約が大きな支障とならないかどうかを判断

し，必要に応じて個別システム化計画の承

認組織と調整するが，その際に支援する。 

変化に俊敏に適応して価値を創出するた

めには，組織の枠にとらわれず活用できる

全ての専門知識及びスキルを結集してプロ

ジェクトを推進する必要がある。このよう

なプロジェクトの推進方法に関して承認組

織の理解と合意を得る必要がある。 

この個別システム化計画は，プロジェク

トフェーズの立ち上げプロセス群及び計画

プロセス群のプロセスに対する初期の要求

事項となって，後続のプロセスで段階的に

詳細化される。 

個別システム化計画の承認組織の位置付

けと権限は，プロジェクトを立ち上げる組

織やプロジェクトの形態によって異なる。 

・ 組織の状況に関する基本的な知識 

・ 個別システム化計画の承認組織に関する

知識 

・ 組織の戦略と目標に関する知識 

・ ビジネスニーズとその経済性の評価に関

する基本的な知識 

・ プロジェクトの成果物に関する知識 

・ プロジェクトの推進に必要な専門知識及

びスキルに関する知識 

・ 要求事項に関する知識 

・ プレゼンテーション技法に関する基本的

な知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ 承認組織に個別システム化計画の内容を

説明する能力 

・ 個別システム化計画の内容の重点を論理

的に説明する能力 

・ プロジェクトに必要な専門知識及びスキ

ルを承認組織に適切に説明する能力 

・ 組織の枠にとらわれず必要な専門知識及

びスキルをプロジェクトに結集すること

を合理的に説明する能力 

・ 個別システム化計画の承認責任者や担当

者の質問の意味を理解して適切に回答す

る能力 

・ 個別システム化計画の承認責任者や担当

者の指摘を的確に理解する能力 

・ 個別システム化計画の承認責任者や担当

者の求めた制約に対して代替案を作成す

る能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

1-3 プロジェク

ト憲章の作成 

プロジェクト憲章は，プロジェクトの正

式な承認，プロジェクトマネジメント業務

を担うメンバーの任命，初期の要求事項，

プロジェクトの創出する価値，目的及び目

標，期待する成果物及びプロジェクトの経

済面などについて示し，プロジェクトチー

ムで共有するものである。 

・ 個別システム化計画に関する知識 

・ 要求事項に関する知識 

・ プロジェクトの経済面に関する知識 

・ プロジェクトの創出する価値に関する知

識 

・ プロジェクトの目的と目標に関する知識 

・ システム開発アプローチに関する知識 

・ 個別システム化計画の本質的な要求事項

を理解する能力 

・ 価値の創出に向けてシステム開発プロジ

ェクトの全体像を描く能力 

・ 要求事項を収集して確定する能力 

・ プロジェクトの目的の実現に寄与するプ

ロジェクトの目標を設定する能力 
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

プロジェクトマネジメント業務を担うメ

ンバーは，個別システム化計画の承認組織

による承認を経て上層の管理者によって任

命され，適切な責任と権限が明確にされ

る。 

個別システム化計画を基に，ビジネスニ

ーズ，プロジェクトで提供する価値，プロ

ジェクトの背景と目的，プロジェクトで達

成する目標，解決する問題，プロジェクト

マネジメント業務を担うメンバー及びプロ

ジェクトチームが果たすべき役割と任務，

プロジェクト作業の管理やプロジェクトチ

ーム運営の方針を明確にする。また，プロ

ジェクトの範囲，主要なステークホルダ，

プロジェクトの制約と前提，概略のスケジ

ュールと予算を明確にする。 

プロジェクト憲章の作成におけるプロジ

ェクトマネジメント業務を担うメンバーの

役割は，プロジェクトを立ち上げる組織や

プロジェクトの形態によって異なり，自律

的なマネジメントを推進するために，プロ

ジェクト憲章の作成に積極的に参加する場

合がある。 

・ プロジェクトマネジメントの方法に関す

る知識 

・ プロジェクト作業に関する知識 

・ プロジェクトのスケジュールに関する知

識 

・ 成果物及びプロセスの品質に関する知識 

・ 組織におけるプロジェクトのステークホ

ルダに関する知識 

・ プロジェクトのリスクに関する知識 

・ プロジェクトの範囲に関する知識 

・ プロジェクトマネジメント業務を担うメ

ンバーの責任と権限に関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ システム開発作業を構造的に把握する能

力 

・ システム開発アプローチに影響する要素

を明確にする能力 

・ プロジェクトマネジメントの方法に影響

する要素を明確にする能力 

・ リスク，前提及び制約を識別する能力 

・ プロジェクトマネジメント業務を担うメ

ンバーの責任と権限に沿ってプロジェク

トの範囲を規定する能力 

・ プロジェクト憲章をステークホルダに合

理的に説明する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

1-4 ステークホ

ルダの特定 

プロジェクト憲章やプロジェクトの組織

図に基づき，プロジェクトから影響を受け

るかプロジェクトに影響を与える個人，集

団又は組織を明らかにし，その利害及び関

係に関連する情報からステークホルダ登録

簿を作成する。 

 顧客の要求事項を確実にかつ迅速に満た

すためには，組織の内部・外部にかかわら

ず共創関係を構築して，積極的な参加と関

与を求めるべきステークホルダを特定する

必要がある。 

・ 組織におけるプロジェクトのステークホ

ルダに関する知識 

・ プロジェクト組織の内部のステークホル

ダと外部のステークホルダに関する知識 

・ 組織の権限レベルに関する知識 

・ プロジェクトから受ける影響に関する知

識 

・ プロジェクトに与える影響に関する知識 

・ ステークホルダの利害及び関係に関する

知識 

・ 顧客の要求事項及び期待する価値に関す

る知識 

・ ステークホルダとの共創関係に関する知

識 

・ コミュニケーションに関する基本的な知

・ プロジェクトの組織図に基づきステーク

ホルダを識別する能力 

・ ステークホルダが受けるプロジェクトか

らの影響を理解して，影響の内容を明ら

かにする能力 

・ ステークホルダがプロジェクトに与える

影響を理解して，影響の内容を明らかに

する能力 

・ 顧客の要求事項を確実にかつ迅速に満た

して，顧客の期待する価値を提供するた

めに，必要なステークホルダを識別する

能力 

・ 共創関係を構築する必要のあるステーク

ホルダを識別する能力 

・ プロジェクトの利害及び関係を理解して
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識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

ステークホルダ登録簿を作成する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

1-5 プロジェク

トチームの編

成 

プロジェクトの完遂に必要な人的資源を

得るために，プロジェクトチームのメンバ

ーの選定を全面的に管理するか又は選定に

参加する。その際，プロジェクトの成果物

を活用して顧客に価値を提供する作業を考

慮し，運用組織及び保守組織との協働の形

態を踏まえたメンバーを選定する。 

いつ，どのようにプロジェクトチームの

メンバーを得て，いつ，どのようにメンバ

ーをプロジェクトチームから解放するのか

を決定する。 

プロジェクトチームの編成においては，

専門知識及びスキル，個性の相違，チーム

ワークによるパフォーマンス向上の効果な

どの要因を考慮する必要がある。DX などの

環境の変化に俊敏に適応するためには，必

要な専門知識及びスキルを結集するため

に，組織の枠にとらわれない組織横断チー

ムによる活動が必要となる。組織内で人的

資源が得られないときは，追加のメンバー

を雇うか，作業を別の組織に委託すること

を考慮する。したがって，組織横断チーム

には顧客又は外部の組織のメンバーが加わ

ることがある。また，システム開発アプロ

ーチに適合したプロジェクトチームのメン

バー数を設定する。 

・ プロジェクト計画に関する知識 

・ プロジェクトの組織図に関する知識 

・ 資源要求事項に関する知識 

・ 先行割当てに関する知識 

・ 資源の利用可能性に関する知識 

・ 役割規定書に関する知識 

・ プロジェクトチームの作業場所に関する

知識 

・ プロジェクトチームの役割及び責任に関

する知識 

・ プロジェクトチームの報告及びコミュニ

ケーションに対する要求事項に関する知

識 

・ メンバーの専門知識及びスキル，個性の

相違に関する知識 

・ リーダーシップ，動機付けなどの組織に

おける人間関係のスキルに関する基本的

な知識 

・ チームワークによるパフォーマンス向上

の効果に関する知識 

・ 組織の個人のスキル情報に関する知識 

・ 組織の各部門がもつ専門知識及びスキル

に関する知識 

・ 組織横断型のチームのメンバーの選定に

関する知識 

・ チームのメンバー数を決定する要素に関

する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ メンバーの選定を管理する能力 

・ 先行割当てされたメンバーを評価する能

力 

・ 作業場所，チーム内の約束事項，役割及

び責任並びに報告及びコミュニケーショ

ンに対する要求事項を識別する能力 

・ プロジェクトの目的の実現に必要な知識

及びスキルを識別する能力 

・ メンバー候補に要求される能力，資質，

適性などの要件を設定する能力 

・ メンバー候補の個性の相違，専門知識及

びスキルの相違を識別する能力 

・ メンバー候補の能力，資質，適性を評価

してメンバーを選定する能力 

・ チームワークによるパフォーマンス向上

の効果を考慮してチームを編成する能力 

・ 組織の枠を超えて必要なメンバーを選定

する能力 

・ システム開発アプローチに適合したメン

バー数を設定する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2 プロジェクト

の計画 

2-1 プロジェク

ト計画の作成 
目的を実現するために必要なスコープ，

ステークホルダ，プロジェクトチーム，リ

スク，時間，コストなどのマネジメントの

対象に関して目標を設定して，全体調整を

図り，適切な開発アプローチを選択して，

一貫性のある実行可能な計画として統合

し，プロジェクト計画を作成する。 

プロジェクト計画には，プロジェクトの

・ プロジェクトの有期性，独自性，段階的

詳細化などの特性に関する知識 

・ プロジェクトライフサイクルに関する知

識 

・ 開発アプローチに関する知識 

・ プロジェクトフェーズに関する知識 

・ プロジェクトの要求事項の収集や決定に

関する知識 

・ プロジェクトの目的を認識して，プロジ

ェクトに関わる全てのマネジメントの対

象を統合的に調整してマネジメントの対

象間の矛盾を解決する能力 

・ 個別システム化計画の内容に整合したプ

ロジェクト計画を作成する能力 

・ プロジェクトの実行可能性を評価する能

力 
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目的及び目標，プロジェクトを遂行するベ

ースラインとしてスコープ，スケジュー

ル，コスト，品質，リスク及び資源，プロ

ジェクトの評価指標の概要などについて記

述する。プロジェクト期間を通じてプロジ

ェクト計画は必要に応じて更新し，適正な

ステークホルダに伝達する。急激な変化，

要求事項の不安定さ，技術的な知識不足な

どの不確かさによってプロジェクトライフ

サイクル全体の予測が困難な場合には，そ

の時点の環境を前提として可能な限り最良

の方法で価値を創出するようなプロジェク

ト計画とする。その際，その時点で確定し

ていて早期に実施しなければならない作業

は詳細に計画し，その時点で未確定で将来

実施する作業は，概略を計画して段階的に

詳細化することがある。 

また，プロジェクトマネジメントに関す

る計画として，スコープ，スケジュール，

コスト，品質，リスクなどの対象のマネジ

メントにおける役割，責任，組織及び手順

を必要に応じて定義する。計画どおりにプ

ロジェクトを進めるために適切なプロセ

ス，インプット及びアウトプットを選択

し，各プロセスに適用する各種管理指標と

しての目標値や許容範囲，ツール，手法な

どを決定することによって，プロジェクト

マネジメントのプロセスを適切に修整（テ

ーラリング）する。また，プロジェクトに

影響を与えるプロジェクトの環境，変更要

求への対応方法，プロジェクトフェーズの

終結の確認方法，プロジェクト完了後の評

価指標の計測方法，ステークホルダによる

成果物のレビュー方法や検収方法，プロジ

ェクトの終結確認方法や，ステークホルダ

に対する進捗状況の報告などの情報の配布

方法について記述する。 

プロジェクト計画は上層の管理者に提出

・ DXへの対応などの組織のシステム戦略に

関する基本的な知識 

・ 不確かさがプロジェクト計画に与える影

響に関する知識 

・ 見積りの精度と不確かな要素の予測の困

難さに関する知識 

・ プロジェクトのスコープに関する知識 

・ プロジェクトのスケジュールに関する知

識 

・ プロジェクトのコストに関する知識 

・ プロジェクトの品質に関する知識 

・ プロジェクトのリスクに関する知識 

・ プロジェクトの資源に関する知識 

・ プロジェクトチームのメンバーの役割，

責任に関する知識 

・ プロジェクトの各種管理指標に関する知

識 

・ プロジェクトマネジメントに関する知識 

・ プロジェクトマネジメントのプロセスに

関する知識 

・ プロジェクトマネジメントのプロセスの

修整に関する知識 

・ 成果物のレビューに関する知識 

・ 変更管理に関する知識 

・ プロジェクトの環境に関する知識 

・ プロジェクト及びプロジェクトフェーズ

の終結の確認に関する知識 

・ 組織の標準的なプロジェクトの評価指標

に関する知識 

・ 供給者からの調達に関する知識 

・ コミュニケーションのマネジメントに関

する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ DXへの対応などの状況の変化で影響を受

けるプロジェクトマネジメントの対象を

識別する能力 

・ 不確かな要素を識別して，その時点で対

処できる最良の方法を選択する能力 

・ 計画の時点で対処の方法に基づきプロジ

ェクトライフサイクルを設定する能力 

・ 以前のプロジェクトから得た教訓を活用

する能力 

・ 適切な開発アプローチを選択する能力 

・ プロジェクトライフサイクルを適切なプ

ロジェクトフェーズで構成する能力 

・ 適切なプロジェクトマネジメントのプロ

セス，インプット及びアウトプットを選

択する能力 

・ プロジェクトマネジメントのプロセスに

適用する技法やツールを決定する能力 

・ 各種管理指標に適切な目標値，許容範囲

を設定する能力 

・ プロジェクトマネジメントのプロセスを

適切に修整する能力 

・ プロジェクトフェーズの成果物を明確に

する能力 

・ 変更管理プロセスを策定する能力 

・ プロジェクトの特徴に適合した監視方法

を適用する能力 

・ 成果物のレビュー方法を適切に設定する

能力 

・ 顧客への価値提供に至る作業を識別して

プロジェクトの役割を設定する能力 

・ 成果物の引渡しの手続を，引き渡す相手

組織と合意する能力 

・ プロジェクト目的，目標に照らし，終結

時の評価のベースとなる完了後の評価指

標の概要を設定する能力 

・ プロジェクト計画をステークホルダに合

理的に説明する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 
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して承認を求める。上層の管理者は，内容

を評価しステークホルダとも協議してプロ

ジェクトの実行の是非を決定する。 

2-2 システム開

発アプローチ

の選択 

プロジェクトの目標及び要求事項を満た

すための成果物の開発計画並びに実装に適

応するためのシステム開発アプローチを選

択して，これに対応した適切なプロジェク

トフェーズの設定及び適切なプロジェクト

マネジメントのプロセスの修整ができるよ

うにする。 

システム開発アプローチの選択において

は，開発対象システムの特徴，予算，スケ

ジュール，作業効率及び品質を考慮し，開

発対象システムに適合するシステム開発ラ

イフサイクル，システム開発手法，開発環

境，品質保証・構成管理・文書化などの開

発標準を決定する。さらに，システムを運

用及び保守して顧客に価値を提供するリリ

ース作業に関わるシステム開発プロジェク

トの範囲を決める必要がある。その上で，

システム開発とリリースのサイクルを設定

すること，このサイクルを迅速に繰り返す

ために，開発・リリースにおける自動化を

促進することも必要となる。 

・ プロジェクトの目標及び要求事項に関す

る知識 

・ 開発アプローチに影響する要素（要求事

項の不確かさ，変化への適応の俊敏さ，

制約，リスク，組織の経験・能力など）

に関する知識 

・ システム開発アプローチの類型（予測型

（ウォーターフォール型），反復型，漸

増型，適応型（アジャイル型）など）に

関する知識 

・ アジャイル（スクラム， XPなど），

DevOpsなどのシステム開発手法に関する

知識 

・ 顧客に価値を提供する作業に関する知識 

・ プロジェクトマネジメントのプロセスの

修整に関する知識 

・ 組織の成果物の引渡しの作業，引渡しの

手続に関する知識 

・ システム開発環境に関する知識 

・ システム開発及びシステムのリリースに

おける自動化（継続的インテグレーショ

ン，継続的デリバリー，継続的デプロイ

メント）に関する知識 

・ システム開発に関する国際標準，国内標

準，組織標準に関する知識 

・ システムの品質に関する知識 

・ 構成管理に関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ 開発対象システムの特徴を把握する能力 
・ 顧客に価値を提供する上で最適な開発ア

プローチを選択する能力 
・ 開発アプローチに影響する要素を識別

し，適切な開発アプローチを選択する能
力 

・ 選択した開発アプローチに適したプロジ
ェクトライフサイクルを設定する能力 

・ プロジェクトの目標及び要求事項を満た
すための成果物の開発計画を作成する能
力 

・ プロジェクトの目標及び要求事項を満た
すための成果物の実装に適応した開発手
法を設定する能力 

・ 開発アプローチに対応したプロジェクト
フェーズを設定する能力 

・ プロジェクトの特徴に適合した開発標準
を選定する能力 

・ 開発対象システムの課題の最適な解決方
針を示す能力 

・ 顧客への価値提供に至る作業を識別して
システム開発の範囲を設定する能力 

・ システム開発及びシステムのリリースに
おける自動化の適用を判断する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2-3 スコープの

定義 

プロジェクトの範囲を定義することによ

って，目標，要求事項，成果物及び作業を

含むプロジェクトスコープを明確にし，ス

コープ規定書や要求事項を作成する。要求

事項に不安定性があり，初期段階にスコー

プ定義の確定やステークホルダとの合意が

困難な場合は，段階的な要求事項の探索や

・ プロジェクトの範囲に関する知識 

・ 要求事項の収集，分析，優先順位付け及

び決定に関する知識 

・ 要求事項の安定性に関する知識 

・ 要求事項を決定するプロトタイピング，

ユーザーストーリーなどの手法及びツー

ルに関する知識 

・ プロジェクトの成果物を識別する能力 

・ ステークホルダの要求事項を収集して決

定する能力 

・ 要求事項の決定に際して適切な手法やツ

ールを選択する能力 

・ ステークホルダの要求事項の安定性を考

慮してスコープ定義の精度を設定する能



                                            Copyright(c) 2023 IPA All rights reserved 

大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

合意形成などの対応が必要である。この対

応において顧客に価値を確実に提供するた

めには，要求事項と提供する価値との関係

性を明らかにして，要求事項の優先順位を

決定する尺度を提供する価値の大きさとす

るなどの工夫も必要である。 

プロジェクトスコープ規定書は，将来の

プロジェクトの決定，並びにプロジェクト

の重要性及びプロジェクトの遂行によって

創出する価値を伝達するためのベースとし

て使用する。 

・ スコープ定義の精度向上に関する知識 

・ 実証実験などの段階的な探索の手法に関

する知識 

・ 合意形成に関する知識 

・ 価値創出の枠組みに関する知識 

・ 要求事項の優先順位付けに関する知識 

・ プロジェクト作業の構造に関する知識 

・対話及び文書化に関する知識 

力 

・ 探索的な手法でスコープ定義の精度を向

上させる能力 

・ 段階的に要求事項をステークホルダと合

意形成する能力 

・ 価値に基づいて要求事項の優先順位を評

価してステークホルダと合意する能力 

・ スコープの定義をステークホルダに合理

的に説明する能力 

・対話によって相互理解を深める能力 

2-4 WBS の作成 プロジェクト計画や要求事項に基づき，

階層的に分割する手法でプロジェクトの目

標を達成するために必要な作業を特定す

る。 

ワークブレークダウンストラクチャ

（WBS）は，プロジェクトフェーズで実施す

る作業を，成果物に基づき，管理しやすい

より小さな作業に階層的に分割して作成す

る。 

分割した WBS の最下位のレベルに定義さ

れる作業であるワークパッケージ（WP）ご

とに，作業内容，成果物を設定する。WBS，

WP，スコープ規定書をスコープベースライ

ンとする。 

計画時点で作成する予定の全ての成果物

が確定できず，全ての作業を WP にまで分割

できない場合は，成果物が確定されてから

段階的に詳細な WBS を作成する。プロジェ

クトの成果物，組織，リスク，コストなど

に対して，それぞれ管理する目的に沿って

階層構造のブレークダウンストラクチャが

作成される。 

・ プロジェクト作業の構造に関する知識 

・ 階層的な分割に関する知識 

・ プロジェクトライフサイクル及びプロジ

ェクトフェーズに関する知識 

・ 階層的な分割に関する知識 

・ WBSの段階的な詳細化に関する知識 

・ 組織ブレークダウンストラクチャ 

(OBS:Organization Breakdown Structure 

)に関する知識 

・リスクブレークダウンストラクチャ 

（RBS:Risk Breakdown Structure）に関

する知識 

・コストブレークダウンストラクチャ 

（CBS:Cost Breakdown Structure）に関

する知識 

・対話及び文書化に関する知識 

・ プロジェクト作業を，成果物に基づき，

管理しやすいより小さな作業に階層的に

分割する能力 

・ 成果物の確定の状況に適合した階層的な

分割の手法を適用する能力 

・ WBSを段階的に詳細化する能力 

・ WPを設定する能力 

・ WPごとに作業内容や成果物を設定する能

力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2-5 活動の定義 プロジェクトの目標を達成するために，

ワークパッケージ（WP）に対応してスケジ

ュールに組み入れて実施すべき全ての作業

を特定し，活動（アクティビティ）として

定義し，活動リストを作成する。全てのプ

・ WBS，WPに関する知識 

・ プロジェクトフェーズに必要な作業に関

する知識 

・ プロジェクトの目標の達成に必要な作業

に関する知識 

・ プロジェクトフェーズに必要な作業を特

定する能力 

・ WBS及びWPを識別して活動を特定する能

力 

・ 作業の確定状況に適合した段階的な活動
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ロジェクトフェーズで実施する作業を計画

時点で確定できない場合には，段階的に詳

細な WBS を作成し，確定した WP に対して活

動を定義する。 

活動リストは，プロジェクトの計画，実

行，管理及び終結の作業の基準となる。 

・ 段階的な活動の定義に関する知識 

・ 活動リストに関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

の定義方法を適用する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2-6 資源の見積

り 

活動リストの活動ごとに必要なメンバ

ー，施設，サービス，インフラストラクチ

ャ，ツールなどの資源を見積もって決定す

る。初期段階で資源の見積りの精度が低

く，ステークホルダとの合意が困難な場合

には，プロジェクトの進捗によって段階的

な見積りで精度向上やステークホルダとの

合意を図るようにする。この対応のために

見積り手法を初期は簡易なものとし，段階

的に精度の高い手法に変えていくことがあ

る。 

次いで，各資源について適切な投入時期

と投入量を決定し，資源計画を作成する。 

・ プロジェクトに必要なメンバー，施設，

サービス，インフラストラクチャに関す

る知識 

・ システム開発環境，ツールに関する知識 

・ プロジェクトマネジメントに必要なスキ

ルに関する知識 

・ プロジェクトの作業量見積り，パフォー

マンス，工数見積りに関する知識 

・ 見積り精度の段階的な向上に関する知識 

・ 見積りの手法の精度に関する知識 

・ 資源計画の作成を支援するシステムに関

する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ 活動別に必要な資源を識別する能力 

・ 活動別に必要な資源を見積もる能力 

・ 活動別に必要な資源の割当てを行う能力 

・ 効率的な資源の投入時期と投入量を設定

する能力 

・ プロジェクトの遂行に必要な見積り精度

を識別する能力 

・ 見積り結果を段階的にステークホルダと

合意する能力 

・ プロジェクトの進捗に伴って必要な精度

の見積り手法を適用する能力 

・ 資源投入に伴うリスクを特定する能力 

・ 資源計画をステークホルダに合理的に説

明する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2-7 プロジェク

ト組織の定義 

 

プロジェクトに関係する全てのステーク

ホルダのプロジェクトに関連する役割，責

任及び権限を，プロジェクトの特徴及び複

雑さに従って定義する。また，組織の迅速

な意思決定に向けて，組織の枠にとらわれ

ずに，ステークホルダとプロジェクトチー

ムとで直接コミュニケーションが可能な共

創関係となるように定義する必要がある。

プロジェクト組織の構造は，プロジェクト

を取り巻く環境やプロジェクトの状況によ

って修整する。 

プロジェクトチームの全てのメンバー及

びプロジェクトの作業に直接関係するその

他の人々を特定する。また，プロジェクト

作業を確実に実施するメンバーを選定し，

ワークパッケージ（WP）に割り当てて，役

割規定書で役割，責任及び権限を明確にす

・ ステークホルダ登録簿に関する知識 

・ プロジェクトチームの編成に関する知識 

・ プロジェクトチームによるシステム開発

に関する知識 

・ プロジェクト組織の構造に関する知識 

・ プロジェクトマネジメントにおいて必要

とされるメンバーの役割に関する知識 

・ プロジェクトにおける役割，責任及び権

限に関する知識 

・ プロジェクトにおける責任と権限の割当

てに関する知識 

・ 説明責任，実行責任に関する知識 

・ 権限移譲に関する知識 

・ セルフリーダーシップに関する知識 

・ WBS，組織ブレークダウンストラクチャ

に関する知識 

・プロジェクトの意思決定に関する知識 

・ プロジェクトの特徴及び複雑さに従って

プロジェクト組織を定義する能力 

・ プロジェクトマネジメントを確実に実施

するメンバーを選定する能力 

・ WPにメンバーとその役割，責任及び権限

を適切に割り当てる能力 

・ 説明責任，実行責任を果たす能力 

・ 適切なメンバーに権限委譲する能力 

・ セルフリーダーシップを発揮して責任を

果たす能力 

・ メンバー投入に伴うリスクを考慮する能

力 

・ 組織の枠にとらわれずに，組織の知識と

スキルを結集するプロジェクト組織を定

義する能力 

・ 組織の枠にとらわれずに共創関係を構築

する能力 
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

る。責任には説明責任と実行責任がある。

プロジェクトの目的の実現には，プロジェ

クトチーム全体が責任をもつ。権限は，そ

の一部を他のメンバーに委譲することがで

き，当該メンバーは移譲された範囲で権限

を行使して，自分の作業の完了に責任を負

う。その際，自らの意思と判断に基づいて

作業を完了させるセルフリーダーシップの

発揮が求められる。 

必要に応じて，外部の組織やプロジェク

ト外のメンバーなどに対してシステム開発

作業の一部を委託したり，情報の提供，技

術的コンサルティング，レビュー実施の協

力を要請したりする。また，迅速に顧客へ

価値を提供するために，成果物の引渡しや

システムのリリース作業を，組織内でプロ

ジェクトと運用・保守組織とでどのように

分担するかを明確にする。 

これらをプロジェクトの組織図として作

成する。 

・ 顧客へ価値を提供する作業に関する知識 

・ 運用・保守組織の業務，役割及び責任に

関する知識 

・ プロジェクト組織と運用・保守組織との

相互連携に関する知識 

・ プロジェクトの組織図の構成に関する知

識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ 顧客への迅速な価値の提供のためにプロ

ジェクト組織と運用・保守組織との役割

分担と責任を設定する能力 

・ プロジェクトの組織図をステークホルダ

に合理的に説明する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2-8 活動の順序

付け 

プロジェクトの活動間の論理的な関係を

特定し，活動順序を作成する。 

プロジェクト内の全ての活動は，ネット

ワーク図（作業工程図）を用いるなどし

て，クリティカルパスや適切な予備を決定

できるように関係を明らかにする。 

活動は，現実的かつ達成可能なプロジェ

クトのスケジュールの作成のために，先行

作業との適正な依存関係及び適正なリー

ド，ラグ，制約，相互依存関係並びに外部

との依存関係をもって論理的に順序付けす

る。 

・ プロジェクト活動の論理的な関係に関す

る知識 

・ プロジェクト活動のネットワーク図に関

する知識 

・ クリティカルパスや予備に関する知識 

・ 先行作業との依存関係，リード，ラグ，

制約，相互依存関係並びに外部との依存

関係に関する知識 

・ スケジュールの作成を支援するシステム

に関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ プロジェクト全体の作業の順序関係を描

く能力 

・ 活動間の関係を図式化して分析する能力 

・ クリティカルパスを決定する能力 

・ 適切なリード，ラグ，制約，予備を設定

する能力 

・ 論理的及び物理的な条件を満たすように

活動を順序付ける能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2-9 活動期間の

見積り 

プロジェクトの各活動を完了するために

必要な時間として，活動期間を見積もる。

活動期間は，利用できる資源の量と種類及

び活動間の関係，能力，日程計画，学習曲

線などの対象の影響を受ける。 

期間は，時間の制約と資源の利用可能性

・ プロジェクト作業の構造に関する知識 

・ クリティカルパスの算出に関する知識 

・ 活動期間に関係する対象に関する知識 

・ メンバーの能力，日程計画，学習曲線に

関する知識 

・ トレードオフに関する知識 

・ パフォーマンスの基準値など活動期間の

見積り要素を識別して必要な時間を見積

もる能力 

・ 全ての要素を考慮して期間を見積もる能

力 

・ トレードオフを調整し，最適なバランス
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との間のトレードオフとなる。ベースライ

ンに照らして更新した予測に基づく定期的

な再見積りも必要である。 

活動期間の見積りは，クリティカルパス

を特定したときに再考する必要がある。ク

リティカルパスによって，プロジェクトの

完了期日が要求される完了期日よりも遅れ

ることが明らかになった場合は，クリティ

カルパス上の活動を部分的に修正すること

が必要となる。 

・ スケジュールの作成を支援するシステム

に関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

を取る能力 

・ プロジェクトのクリティカルパスを考慮

して見積りを再考する能力 

・ 完了期日が遅れる見込みとなった場合

に，クリティカルパス上の活動を修正す

る能力 

・ 現実的に可能な資源配分の平準化，活動

期間の短縮を計画する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2-10 スケジュ

ールの作成 

プロジェクトの活動の開始時間及び終了

時間を算定し，マイルストーンを設定し

て，プロジェクト全体のスケジュールのベ

ースラインを確定する。プロジェクトの環

境の急激な変化や高い不確かさなどでプロ

ジェクト全体を通したスケジュールの作成

が難しい場合は，優先順位の高い要求事項

に関わる活動のスケジュールを作成し，要

求事項が確定するに伴って，段階的に該当

する活動を定義してスケジュールの作成を

行う必要がある。 

スケジュールは，時間を基準とした実際

の進捗を評価する手段である。進捗を測る

尺度は，成果物の開発によって創出される

価値とするなど，プロジェクトの特徴に合

わせて設定する。 

スケジュールの作成は，作業の進捗，プ

ロジェクト計画の変更，予期するリスクの

発生又は消失，及び新しいリスクの特定に

応じて，プロジェクトを通じて継続して実

施する。また，プロジェクトの環境の変化

への適応力や不確さに対する回復力に基づ

き設定する余裕を考慮し，更に論理的に可

能な実施期間の短縮，資源平準化を図り，

スケジュールを作成する。 

・ プロジェクト作業の構造に関する知識 

・ 活動の相互依存関係に関する知識 

・ マイルストーンに関する知識 

・ スケジュールベースラインに関する知識 

・ プロジェクトの環境の変化や不確かさが

スケジュールに与える影響に関する知識 

・ 要求事項の優先順位に関する知識 

・ 要求事項の段階的な確定に関する知識 

・ 活動の達成の評価尺度に関する知識 

・ 時間を基準とした進捗の評価に関する知

識 

・ 進捗を測る尺度に関する知識 

・ 価値創出の枠組みに関する知識 

・ 資源の平準化に関する知識 

・ プロジェクト計画の変更に関する知識 

・ リスクの発生と消失に関する知識 

・ 新しいリスクの特定に関する知識 

・ スケジュールのレビューに関する知識 

・ スケジュールの作成を支援するシステム

に関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ プロジェクト全体の作業の順序関係を描

く能力 

・ 論理的な順序に基づいて活動をスケジュ

ールする能力 

・ プロジェクトのマイルストーンを設定す

る能力 

・ 制約を考慮してスケジュールを作成する

能力 

・ スコープや要求事項の優先順位を識別し

てスケジュールを作成する能力 

・ 時間を基準とする進捗の評価の仕組みを

構築する能力 

・ プロジェクトの特徴に適合した進捗を測

る尺度を設定する能力 

・ スケジュールの作成に影響する対象を識

別し，これらを考慮してスケジュールを

改訂する能力 

・ プロジェクトの環境の変化への適応力や

不確かさに対する回復力がスケジュール

に与える影響に考慮して余裕を設定する

能力 

・ スケジュールリスクを考慮する能力 

・ スケジュールをステークホルダに合理的

に説明する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2-11 コストの

見積り 

各プロジェクトの活動の完了及びプロジ

ェクト全体の完了に必要なコストを見積も

る。初期の段階で高い精度のコスト見積り

・ メンバー，資源の市場価格や実績価格に

関する知識 

・ 見積り費目に関する知識 

・ 活動別に必要なコストを見積もる能力 

・ コストに関する全体最適化と部分最適化

のバランスを取る能力 
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が難しい場合は，初期にはコストの概算見

積りを迅速に行う簡易な手法を用い，プロ

ジェクトの進捗に伴い段階的に，より精度

の高い見積り手法に変更するなどの対応が

必要である。 

活動別に，必要なメンバーと資源量や資

源単価などを基にコストを積算し，プロジ

ェクト推進に付帯して必要なコスト，リス

クに備えた予備費又は引当金などを特定し

て，プロジェクト全体の完了に必要な総コ

ストを得る。コストの見積りの精度が低い

場合には，そのことを考慮して予備費を確

保するとともに，あらかじめ予備費の使用

に関する手順を定めておく。 

総コストは，プロジェクトの立ち上げ時

に与えられた経済面の制約，組織の予算の

作成の方針を勘案して検証する。 

・ コスト見積りモデルに関する知識 

・ コスト見積りの精度に関する知識 

・ コスト見積り手法に関する知識 

・ 付帯コストの見積りモデルに関する知識 

・ 付帯コストの見積り手法に関する知識 

・ 引当金又は予備費の見積りに関する知識 

・ 予備費を使用する手順に関する知識 

・ コストパフォーマンスに関する知識 

・ コストの見積り支援システムに関する知

識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ コストの見積りに適用する適切な見積り

モデルや手法を選択する能力 

・ コストの見積りのリスクを考慮する能力 

・ プロジェクトのリスクや不確かさを特定

する能力 

・ 予備費を使用する手順をステークホルダ

と合意する能力 

・ 総コストを組織の経済面の制約を勘案し

て検証する能力 

・ プロジェクト全体の完了に必要なコスト

をステークホルダに合理的に説明する能

力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2-12 予算の作

成 

プロジェクトの総コストを WBS の該当す

る適切なレベルに配分して，プロジェクト

全体のコストのベースラインを確定する。

コストの見積りがプロジェクトの総コスト

を決定するのに対して，予算の作成はどこ

でいつコストを使うかを特定する。 

コストベースラインは，コストパフォー

マンスをマネジメントする基準である。コ

ストパフォーマンスを測る尺度は，成果物

の開発によって創出される価値とするな

ど，プロジェクトの特徴に合わせて設定す

る必要がある。 

経営層による管理又は特定したリスクに

対応する目的で，必要に応じて活動又はそ

の他の作業スコープに割り当てられない引

当金又は予備費項目を作成する。 

スコープや要求事項の頻繁な変更が想定

される場合には，これらの変更に対応して

予算をステークホルダと迅速に調整し変更

できるように，手順をあらかじめ定めてお

く。 

・ コストを配分する対象に関する知識 

・ 総コストの配分に関する知識 

・ コストベースラインに関する知識 

・ コストパフォーマンスの客観的な尺度に

関する知識 

・ 成果物の開発による価値の創出に関する

知識 

・ コストパフォーマンスの評価に関する知

識 

・ 予算の作成に関連するリスクに関する知

識 

・ マネジメント予備とコンティンジェンシ

ー予備に関する知識 

・ スコープや要求事項の変更が予算に与え

る影響に関する知識 

・ 予算を変更する手順に関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ 総コストをWBSの該当する適切なレベル

に配分する能力 

・ プロジェクトの特徴に適合したコストパ

フォーマンスを評価する尺度を設定する

能力 

・ リスクを特定して引当金又は予備費を予

算として計上する能力 

・ スコープや要求事項の頻繁な変更を想定

し，引当金又は予備費を予算として計上

する能力 

・ 予備費を適切に設定する能力 

・ 予算を調整し変更する手順をステークホ

ルダと合意する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 
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2-13 リスクの

特定 

プロジェクトライフサイクルにおいて，

発生した場合にプロジェクトの目標の達成

にプラスの影響を与えることのある潜在的

リスク（機会），又はマイナスの影響を与え

ることがある潜在的リスク（脅威）及びそ

の特性を決定する。 

知識が不完全である未知の事象の発生や

プロジェクトを取り巻く環境要因の複雑な

相互作用などの不確かさは，プロジェクト

の目標の達成に影響を与える。このような

場合は，漸進的な開発，プロトタイプ，シ

ミュレーションなどの探索的な手法で不確

かさの影響を段階的に最小化・局所化し，

リスクとして特定し対応する。 

プロジェクトの進捗に従って新たなリス

クを認識したり，リスクが変化したりする

ことがある。したがって，リスクの特定

は，反復的なプロセスである。特定したリ

スクはリスク登録簿に記録する。 

・ プロジェクトにおいて発生し得るリスク

に関する知識 

・ 機会と脅威に関する知識 

・ リスクと不確かさがプロジェクトの目標

の達成に与える影響に関する知識 

・ プロジェクトの目標の達成に影響を与え
る不確かさの要因に関する知識（VUCA：
Volatility（変動性），Uncertainty（不
確 実 性 ）， Complexity （ 複 雑 性 ），
Ambiguity（曖昧性）など） 

・ 潜在的リスクとリスクの特性に関する知

識 

・ 漸進的な開発，プロトタイプ，シミュレ

ーションなどの探索的な手法に関する知

識 

・ 不確かさの最小化・局所化に関する知識 

・ リスクの特定に関わるステークホルダに 

関する知識 

・ リスクの評価に関する知識 

・ 情報セキュリティに関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ プロジェクトの特徴及び不確かさから想

定されるリスクを識別する能力 

・ プロジェクトの不確かさの要因を識別す

る能力 

・ 不確かさの影響を最小化・局所化する手

法を選択する能力 

・ 新たなリスクを認識する能力 

・ リスクの変化を認識する能力 

・ リスクの特定のプロセスに必要なステー

クホルダを選定する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2-14 リスクの評

価 

今後の処置のために，特定した各リスク

の発生確率及びそのリスクが発生した場合

にプロジェクトの目標の達成に与える影響

を推定する。さらに，予算，スケジュー

ル，主要なステークホルダのリスク許容度

などのほかの要因を考慮した評価に従って

リスクへの対応の優先順位を定める。 

リスクの評価は反復的なプロセスであ

る。 

・ リスクの発生確率に関する知識 

・ リスクの発生が与える影響に関する知識 

・ 定性的リスク分析手法に関する知識 

・ 定量的リスク分析手法に関する知識 

・ リスクの許容度に関する知識 

・ リスクへの対応の優先順位付けに関する

知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ リスクの発生確率を推定する能力 

・ リスクの影響度を予測し，その結果を評

価する能力 

・ 全ての要因を考慮してリスクへの対応の

優先順位付けをする能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2-15 品質の計

画 

プロジェクトの品質として，ステークホ

ルダの期待及びプロジェクトの成果物への

要求事項を満たす必要がある。このため

に，プロジェクトの成果物，活動及びマネ

ジメントのプロセスに適用する品質要求事

項及び規格，並びに顧客の満足度を明確に

した上で，組織の品質方針や個別システム

化計画からの所与の品質要求事項を勘案し

・ プロジェクトに適用する品質要求事項

（製品の信頼性，顧客の満足度，投資の

効率性，社会的な持続可能性，環境への

適合性など）に関する知識 

・ 要求事項の安定性に関する知識 

・ 顧客の満足度に関する知識 

・ 要求事項の優先順位に関する知識 

・ システムのリリースに関する知識 

・ 品質要求事項及び規格を評価してステー

クホルダと合意する能力 

・ プロジェクトに求められる品質方針及び

品質要求事項を把握して，品質活動を実

施するための方法論，技法及び資源を明

確にする能力 

・ プロジェクトの特徴及び複雑さに適合す

る品質保証と品質管理の遂行方法を構築
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

て，プロジェクトの品質要求事項や規格を

満たす方法を確定する。要求事項に不安定

性がある場合，要求事項を顧客と合意して

実現しても顧客の満足度が上がらないおそ

れがある。このような場合，システムのリ

リースによって真の顧客の要求事項が認識

されることがある。したがって，要求事項

に不安定性がある場合は，優先順位の高い

要求事項に基づき開発したシステムをリリ

ースして，顧客や顧客視点をもつステーク

ホルダが要求事項を検証するなどの，段階

的に顧客満足度を評価する対応が必要にな

る。 

また，品質保証と品質管理の遂行方法，

品質管理の指標を決定し，準拠すべき開発

標準との整合を確認する。さらに，品質保

証と関連の深い構成管理，について計画す

る。また，計画した品質マネジメントを実

施するための方法論，技法及び資源を決定

する。 

プロジェクトのスケジュールに沿って実

施するレビューの種類，責任及び参加者を

含めて，全ての品質情報をまとめて品質計

画を作成する。 

・ 要求事項の検証方法に関する知識 

・ 組織の品質方針に関する知識 

・ システム開発のプロジェクトフェーズに

おける品質保証の手順に関する知識 

・ システムの仕様相違，欠陥，障害などに

関する知識 

・ システムのレビューやテストに関する知

識 

・ 品質保証と品質管理の方法論，技法及び

必要な資源に関する知識 

・ 定量的な品質管理の指標に関する知識 

・ 定量化が難しい品質要求事項に関する知
識 

・ 関連する規格を達成するために必要なツ

ール，手順，技法及び資源に関する知識 

・ 品質コストに関する知識 

・ 構成管理に関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

する能力 

・ プロトタイピングなど，顧客の満足度を

確認する品質保証の技法を選択する能力 

・ 顧客視点で要求事項を検証できるステー

クホルダを特定する能力 

・ 顧客満足度を測る品質管理の尺度を設定

する能力 

・ 定量化が難しい品質要求事項を把握する
能力 

・ 品質確保への投入コストと品質改善効果

のトレードオフを評価する能力 

・ 品質のリスクを考慮する能力 

・ 品質計画をステークホルダに合理的に説

明する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2-16 調達の計

画 

調達を開始する前に，調達の戦略及びプ

ロセス全体を適切に策定し，調達計画を作

成する。組織として，コアとなる事業領域

とそれ以外の事業領域を区別する戦略を採

るような場合は，調達の計画に関しても事

業領域の区分けに従って調達対象や契約形

態を設定する必要がある。 

作業効率，対応可能なメンバー，予算な

どを考慮し，システム開発メンバー，製

品，サービスに関して供給者から調達する

場合の意思決定が合理的に行えるように，

調達のマネジメントの方法を規定し，調達

仕様書及び要求事項を作成する。 

・ システム開発の調達対象（人員，製品，

サービスなど）に関する知識 

・ 供給者に関する知識 

・ 組織の供給者選定基準に関する知識 

・ 組織の事業領域を区別する戦略に関する

知識 

・ 提案依頼書（RFP）に関する知識 

・ 調達仕様書，要求事項に関する知識 

・ 引合いに関する知識 

・ サービスレベル合意書（SLA）に関する

知識 

・ 契約形態（請負，（準）委任，派遣）に

関する基本的な知識 

・ 法令遵守に関する基本的な知識 

・ プロジェクトの特徴及び組織内の処理能

力及び力量を考慮して，内製部分と供給

者からの調達部分を識別する能力 

・ 調達戦略に沿って内製部分と調達部分を

識別する能力 

・ 調達の前提，制約を識別する能力 

・ 組織の調達基準を適切に応用する能力 

・ プロジェクトの特徴を考慮して，調達対

象及び契約形態の最適な組合せを構成す

る能力 

・ 適切な調達仕様書，要求事項を作成する

能力 

・ 調達のリスクを考慮する能力 

・ 調達計画をステークホルダに合理的に説
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

・ 守秘義務に関する基本的な知識 

・ 知的財産権に関する基本的な知識 

・ 海外調達に関する基本的な知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

明する能力 

・ 調達先と，価値共創関係を構築する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

2-17 コミュニ

ケーションの

計画 

ステークホルダの関与を維持するために

コミュニケーションを活用する。また，双

方向のコミュニケーションを通じて，信頼

関係を構築する。また情報のニーズ及び全

ての法令要求に従った情報のニーズを特定

する。また，そのニーズを満たすための適

切な手段を明確にする。プロジェクトの環

境の急激な変化や高い不確かさが想定され

る場合は，変化する状況をより頻繁かつ迅

速に伝えるというコミュニケーションに対

する要求事項がある。 

地理的に分散したメンバー，多様な文化

などの要因及び組織的要因は，コミュニケ

ーションに対する要求事項に重要な影響を

与える。 

コミュニケーションの計画は，ステーク

ホルダの特定及び分析に続いて，また，定

期的にレビューし，プロジェクトを通じて

継続的に有効性を確保する。 

・ ステークホルダの特定，関与度及び影響

度に関する知識 

・ プロジェクトの環境の変化や不確かさが

コミュニケーションに与える影響に関す

る知識 

・ ステークホルダの情報のニーズに関する

知識 

・ ステークホルダのコミュニケーションに

対する要求事項に関する知識 

・ 情報の配布の形式と手段（対話，対面で

の会議，非公式な打合せ，情報共有の仕

組みづくりなど）に関する知識 

・ プロジェクトの伝達事項に関する知識 

・ 迅速なコミュニケーションを実現する方

法に関する知識 

・ 会議体などのプロジェクトのコミュニケ

ーションの方法に関する知識 

・ コミュニケーションに対する要求事項に

影響を与える要因に関する知識 

・ 法令の要求に関する基本的な知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ ステークホルダの情報のニーズを適切に

分析してプロジェクトへの影響を評価す

る能力 

・ コミュニケーションに対する要求事項を

把握して対応方法を計画する能力 

・ コミュニケーションに対する要求事項に

沿ったプロジェクトの伝達事項を特定す

る能力 

・ コミュニケーションに対する要求事項を

満たすための適切な手段を明確化する能

力 

・ コミュニケーションに対する要求事項に

影響を与える要因を識別する能力 

・ プロジェクト組織の外部も含めて，適切

な参加者で会議体を設定する能力 

・ プロジェクトを通じてコミュニケーショ

ンの計画の有効性を確保する能力 

・ 法令の要求を認識して適切に対応する能

力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

3 プロジェクト

の実行 

3-1 プロジェク

ト作業の指揮 

プロジェクトの目的の実現と成果物の開

発に向けて，プロジェクト計画に定義した

プロジェクト作業の遂行をマネジメントす

る。 

プロジェクトの実行におけるスコープ，

スケジュール，資源利用，コスト，品質，

組織運営，メンバー，調達，リスクについ

て作業が，個別的にも全体的にも円滑に推

移するようプロジェクト作業を指揮する。 

プロジェクト作業の指揮は，特定個人の

権限に基づいて行われる場合があるが，権

限だけでは不十分なときがある。特に，プ

ロジェクトの環境の急激な変化や不確かさ

・ プロジェクト計画に関する知識 

・ プロジェクトの環境の変化や不確かさが

プロジェクト作業に与える影響に関する

知識 

・ 開発アプローチに関する知識 

・ プロジェクトの成果物に関する知識 

・ スコープのマネジメントに関する知識 

・ スケジュールのマネジメントに関する知

識 

・ 資源のマネジメントに関する知識 

・ コストのマネジメントに関する知識 

・ 品質のマネジメントに関する知識 

・ ステークホルダのマネジメントに関する

・ プロジェクトの進捗データの収集，分析

を適切に実行する能力 

・ プロジェクトの目的及びプロジェクトの

目標に対する現在の状況を適切に評価す

る能力 

・ 個別の問題点が全体の進捗に与える影響

を予測する能力 

・ 把握した問題に適切に対処する能力 

・ 全体の進捗のバランスを維持する能力 

・ 想定外の新たなリスクを識別する能力 

・ プロジェクトの特徴及び状況，並びに開

発アプローチに適合したリーダーシップ

のスタイルを選択したり，修整したりす
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

の度合いが強い場合は，プロジェクトチー

ムのメンバー全員が自律的に貢献すること

でプロジェクトを成功に導けるようなリー

ダーシップが必要である。 

リーダーシップはプロジェクトチームの

特定の役割に限定されるものではなく，い

ずれのメンバーも発揮すべきものである。

プロジェクトの状況によって効果的なリー

ダーシップのスタイルを選択する。効果的

なリーダーシップによって，プロジェクト

チームは高いパフォーマンスを発揮する。

プロジェクト作業のパフォーマンスを測定

する尺度は，作業によって顧客に価値を提

供した結果の評価，価値の創出に寄与した

度合いなど，プロジェクトの特徴や目的に

応じて設定する。 

プロジェクト内の様々な技術的，運営管

理的及び組織的な問題に対処して計画した

プロジェクト活動を遂行する。 

知識 

・ プロジェクトチームのマネジメントに関

する知識 

・ 調達のマネジメントに関する知識 

・ リスクのマネジメントに関する知識 

・リーダーシップに関する知識 

・リーダーシップのスタイル（支配型，支

援型など）に関する知識 

・ チームのメンバーの自律的な貢献に関す

る知識 

・ プロジェクト作業のパフォーマンスを測

定する尺度に関する知識 

・ プロジェクトマネジメントを支援するシ

ステムに関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

る能力 

・ チームのメンバーの自律的な貢献を促す

ような環境を構築する能力 

・ プロジェクトの特徴や目的に適したプロ

ジェクト作業のパフォーマンスを測定す

る尺度を設定する能力 

・ プロジェクトの進捗によって段階的に詳

細化された結果をプロジェクト計画へフ

ィードバックする能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

3-2 ステークホ

ルダのマネジ

メント 

ステークホルダの要求事項，期待，関心

事及び意見を理解し，ステークホルダの関

心事を特定してそれらに適切に対応し，課

題を解決する。 

ステークホルダの課題を解決できないと

きには，課題の処理をプロジェクト組織に

おけるより上層の管理者に嘆願（エスカレ

ーション）するか又は外部の支援を引き出

す。 

ステークホルダの要求事項を確実にかつ

迅速に満たすには，最も影響の大きいステ

ークホルダと積極的にコミュニケーション

を取ることが必要である。これによって，

優先順位の高い課題を解決して，より多く

のステークホルダの高い関与を促すように

マネジメントする。また，関与は人間関係

のスキルを活用することによっても高めら

れる。多様性を理解し，お互いに敬意をも

って真摯に向き合い，誠実な態度で対応す

・ ステークホルダの要求事項及び期待に関

する知識 

・ ステークホルダの課題の影響に関する知

識 

・ 上層の管理者への嘆願に関する知識 

・ ステークホルダの関与度の分類である不

認識，抵抗，中立，支援型，指導に関す

る知識 

・ ステークホルダの影響度と影響の方向性

の分類である上向き，下向き，外向き，

横向きに関する知識 

・ 人間関係のスキルに関する知識 

・ ステークホルダとの交渉に関する知識 

・ 情報の配布に関する知識 

・ コミュニケーションに関する基本的な知

識 

・ プロジェクトで報告すべき項目に関する

知識 

・ 内部統制に対応した報告に関する基本的

・ ステークホルダの要求事項及び期待を適

切に理解して的確な対応を行う能力 

・ ステークホルダの課題を的確に捉えて解

決する能力 

・ 上層の管理者から課題解決の支援を得る

能力 

・ 外部の支援を引き出す能力 

・ ステークホルダの関与度と影響度を理解

して適切に交渉する能力 

・ 人間関係のスキルを活用して信頼関係を

構築する能力 

・ ステークホルダの影響を詳細に分析する

能力 

・ ステークホルダに最大限の貢献を促す方

法を策定する能力 

・ プロジェクト計画の変更時に代替案を提

案し，ステークホルダや上層の管理者に

判断，意思決定を促す能力 

・ プロジェクトに対する責任の範囲を認識 
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

ることで信頼関係を構築し維持することが

重要である。 

ステークホルダの関心事及びステークホ

ルダがプロジェクトに与える影響を詳細に

分析して，優先順位を付けたステークホル

ダのマネジメントの計画を作成する。 

な知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

する能力 

・ プロジェクトの価値の創出の妥当性を評

価する能力 

・ プロジェクト完了後の評価指標の有効性

をステークホルダと合意する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

3-3 プロジェク

トチームの開

発 

継続的にプロジェクトチームのメンバー

のパフォーマンス及び相互関係を改善し，

プロジェクトチームの意識を統一して，活

力と主体性のあるプロジェクトチームを開

発する。さらに，プロジェクトチームとチ

ームメンバーのパフォーマンス及び相互関

係を改善するように必要な教育・訓練にコ

ストと時間を投入する。また，チームメン

バーの心身の健康を管理する。 

チームとしてパフォーマンスを継続して

改善するためには，個々のメンバーが得意

分野をもち，かつ広い範囲の作業がこなせ

るように育成する必要がある。これによっ

てメンバーは，チームのパフォーマンスを

向上させるスキルをもち，相互信頼をベー

スとして自律的にプロジェクトをマネジメ

ントできるようになる。また，顧客に価値

を提供するために必要となる全てのスキル

を一つのチーム内に備えることを目指すこ

とも必要になる。 

適切な行動の基本原則を，プロジェクト

の早い時期に確立することで，誤解を最小

限に，また対立を適切な範囲にとどめるこ

とができる。 

・ プロジェクトチームメンバーのパフォー

マンス及び相互関係に関する知識 

・ チームのパフォーマンスを向上させるス

キルに関する知識 

・ チームの自律的なマネジメントに関する

知識 

・ 相互信頼とチームワークに関する知識 

・ 顧客への価値提供に必要となるスキルに

関する知識 

・ プロジェクトチームのコンピテンシーに

関する知識 

・ プロジェクト作業において使用する各種

の組織運営スキルに関する知識 

・ プロジェクトチームの育成モデルに関す

る知識（タックマンモデルなど） 

・ チームメンバーの動機付けに関する知識 

・ チームメンバーの教育・訓練などのメン

バー育成に関する知識 

・ 健康管理に関する基本的な知識 

・ 相互理解や共感がチームのパフォーマン
スに与える影響に関する知識 

・ 相互理解，共感，対立，誤解などがチー

ムのパフォーマンスに与える影響に関す

る知識 

・ 労働基準法など労務管理に関する基本的

な知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ チームメンバー，チームのパフォーマン

スを適切に評価する能力 

・ プロジェクトチームのパフォーマンスを

改善するために必要なスキルを識別する

能力 

・ メンバーの得意分野と作業範囲のバラン

スが取れたチームを編成する能力 

・ メンバー間の相互信頼を高める能力 

・ チームの自律的なマネジメントを促進す

る能力 

・ 顧客に価値を提供するために必要なスキ

ルを識別する能力 

・ プロジェクトチームやチームメンバーを

目標の達成に向けて促し，支援する能力 

・ メンバーを支援してスキル不足を改善す
る能力 

・ チームのパフォーマンス向上策を立案す

る能力 

・ チームの活力と主体性を維持・向上する
能力 

・ 継続的にチームメンバーの動機付けを図

る能力 

・ チームのコンピテンシーを理解して行動

の基本原則を確立する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

3-4 リスクへの

対応 

プロジェクトの目標の達成にプラスの影

響を与えることのある潜在的リスク（機

会）を生かして，マイナスの影響を与える

ことがある潜在的リスク（脅威）を抑える

ために，選択肢を作成して対策を決定す

・ リスクの特定と評価に関する知識 

・ リスクの発生がプロジェクトに与える影

響に関する知識 

・ プロジェクトの環境の変化や不確かさの

度合いがリスクへの対応に与える影響に

・ リスクの発生を察知する能力 

・ プロジェクトの環境の変化による影響を

識別する能力 

・ プロジェクトの環境の不確かさによる影

響を識別する能力 
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る。プロジェクトの環境の急激な変化や高

い不確かさを伴う場合には，プロジェクト

の進捗に伴い繰り返しリスクへの対応の結

果を評価して，再度リスクの特定，リスク

の評価を経て対策の内容を更新する。ま

た，不確かさの特性に応じて，適切な対応

策を立案する必要がある。 

資源を投入して活動するために，予算と

スケジュールに必要な処置を施してリスク

に対応する。リスクへの対応は，そのリス

クにとって適切であり，費用対効果が高

く，タイムリで現実的であり，ステークホ

ルダに理解され，そして適正なメンバーに

割り当てられるようにする。 

また，リスクへの対応の優先順位を定め

てその作業量を見積もり，それをスケジュ

ールに盛り込む。また，リスク発生時のコ

ンティンジェンシー計画（緊急時対応計

画）やその発動条件を規定する。 

脅威のリスクへの対応には，リスクの回

避，軽減，転嫁又はリスクを受容してその

リスクが発生したときに使用するコンティ

ンジェンシー計画の作成の判断が含まれ

る。 

関する知識 

・ リスクと不確かさがステークホルダに与
える影響，影響に対する回復力に関する
知識 

・ 不確かさへの対応に関する知識（情報収
集，状況観察，探索的なアプローチ，
PoC，システム思考，迅速な意思決定，
代替策の準備，変化への適応力の強化，
パフォーマンス低下に対するチーム及び
メンバーの回復力の向上，OODAループの
適用など） 

・ リスクへの対応のコストに関する知識 

・ リスクへの対応の優先順位に関する知識 

・ 機会のリスクへの対応である活用，共

有，強化，受容に関する知識 

・ 脅威のリスクへの対応である回避，軽

減，転嫁，受容に関する知識 

・ コンティンジェンシー計画に関する知識 

・ 情報セキュリティに関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ 機会を生かし，脅威を抑える能力 

・ 情報収集・状況観察，学習による継続的

な改善などによって不確実性に対応する

能力 

・ 反復的・漸進的なアプローチの選択，シ

ステム思考の適用などによって複雑性に

対応する能力 

・ 段階的な詳細化，PoCの実施，プロトタ

イピング手法の採用などによって曖昧性

に対応する能力 

・ 変動時の代替策の分析，スケジュールや

コストの予備の確保によって変動性に対

応する能力 

・ リスクと不確かさに影響されたステーク
ホルダに対し，その回復力の発揮を促す
能力 

・ リスクへの対応の結果を評価して，リス

クへの対応の内容を更新する能力 

・ 適切なリスクへの対応策を選択する能力 

・ リスクへの対応の優先順位を設定する能

力 

・ リスクへの対応が十分でない場合に追加

対策を作成する能力 

・ リスクの予防処置の実施結果を評価する

能力 

・ リスクの予防処置やコンティンジェンシ
ー計画への投入コストとリスクによる影
響とのトレードオフを検討する能力 

・ コンティンジェンシー計画を作成する能

力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

3-5 品質保証の

遂行 

品質要求事項を満たすために，プロジェ

クトの進捗に伴って成果物及びプロジェク

トのレビューなどを行い，品質の計画を実

施する。 

品質保証の遂行には，品質要求事項を満

たすために必要なプロセス，ツール，手

順，技法及び資源の使用を確実にすること

・ 組織の品質方針に関する知識 

・ 品質管理の方法論に関する知識 

・ プロジェクトの品質要求事項に関する知

識 

・ 品質保証のプロセス，ツール，手順，技

法及び資源に関する知識 

・ システム開発のプロジェクトフェーズに

・ プロジェクトに求められる品質要求事項

を把握する能力 

・ 品質管理の指標を適切に設定し，その有

効性を評価する能力 

・ 定量化が難しい品質要求事項を満たす能
力 

・ 頻繁なシステムのリリースに対応する品

質保証の手順を設定する能力 
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を含む。 

顧客の満足度を高める価値の提供に向け

てシステムを頻繁にリリースする場合，リ

リースの都度，品質保証の活動の結果を評

価して，次のリリースに向けての品質の計

画の内容を見直す。 

品質の計画の未実施，品質要求事項の未

達成の場合，対策を立案し欠陥を除去する

などの品質の改善を図る。また，必要なら

ば構成管理について変更管理の手続で是正

処置を講ずる。 

品質保証の手順の改善が必要な場合に

は，品質の計画の変更管理の手続に向けて

変更要求を決定する。 

おける品質保証の遂行に関する知識 

・ 成果物のレビューやテストに関する知識 

・ 頻繁なシステムのリリースが品質に与え

る影響に関する知識 

・ 欠陥除去コストに関する知識 

・ 品質管理の定量的な指標に関する知識 

・ 定量化が難しい品質要求事項を満たす方
法に関する知識 

・ 構成管理に関する知識 

・ 変更管理に関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ 品質保証の遂行にステークホルダを巻き

込む能力 

・ 部分的な品質要求事項の未達がプロジェ

クトの品質に与える影響を推定する能力 

・ 品質要求事項の未達の原因を分析して是

正処置を立案する能力 

・ 品質要求事項の未達の原因をステークホ

ルダに論理的に説明する能力 

・ 成果物の構成管理を適切に是正する能力 

・ 品質保証の手順の問題点を特定する能力 

・ 品質の計画の変更要求についてステーク

ホルダに合理的に説明する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

3-6 供給者の選

定 

システム開発メンバー，製品，サービス

を外部の組織から調達する際に，供給者か

ら情報を入手して，提出された全ての情報

をレビューし，審査して，プロジェクトの

条件に最適な供給者を選定する。 

調達仕様書，要求事項に照らして契約の

種類，検収条件を確定し，契約書又は注文

書，及び選定された推奨供給者リストを作

成する。 

情報提供，提案，応札又は契約条件の提

示に関する依頼はそれぞれの目的が異なる

が，依頼には，目的及び提出期限ととも

に，提供される文書のスコープ，体裁，品

質，数量などの詳細な説明を含める。 

各供給者の応札の評価は，選択した評価

基準に従って実施し，最も適切かつ有益な

応札とみなせるものを最終的に選択する。 

供給者の選定から最終契約条件を合意す

るまでに，供給者に対しては双方のリスク

を抑制する姿勢で契約交渉を行う。 

・ システム開発取引や契約に関する知識 

・ システム開発企業やサービス提供企業な

どの供給者に関する知識 

・ システム開発メンバーに関する知識 

・ 製品に関する知識 

・ サービスの活用に関する知識 

・ サービスレベル合意書（SLA）に関する

知識 

・ 調達仕様書に関する知識 

・ 契約交渉に関する基本的な知識 

・ 検収条件に関する知識 

・ 情報提供，提案，応札及び契約条件に関

する知識 

・ 提案依頼書（RFP）に関する知識 

・ 組織の供給者選定の評価基準に関する知

識 

・ 調達のリスクに関する知識 

・ 法的制約に関する基本的な知識 

・ 守秘義務に関する基本的な知識 

・ 知的財産権に関する基本的な知識 

・ 海外調達に関する基本的な知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ 供給者からの調達品の合目的性，品質を

評価する能力 

・ 納入された調達品が調達仕様書に適合し

ているかどうかの検収条件を設定する能

力 

・ 目的に対して適切な依頼をする能力 

・ 供給者を選定の評価基準に沿って評価し

て最適な供給者を選定する能力 

・ 応札において選定される供給者に足る十

分な情報を提供する能力 

・ 調達の契約を交渉する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

3-7 情報の配布 『2-17 コミュニケーションの計画』で定

めたように，プロジェクトのステークホル

・ 情報に対するステークホルダのニーズに

関する知識 

・ ステークホルダの要求及び期待を適切に

理解して的確な報告を行う能力 
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ダに対して要求した情報を利用可能にし，

また情報に対する予期せぬニーズに対応す

る。 

プロジェクトの環境の急激な変化や不確

かさの度合いが強い場合には，これらによ

る影響や課題をできるだけ早く明確にして

組織内及び組織を超えた情報の透明性を維

持する必要がある。 

配布情報は，報告会の開催などによって

プロジェクトの状況を正確かつ適切に伝

え，情報に対するステークホルダのニーズ

を満たすようにマネジメントする。 

スコープ，品質，コスト，スケジュー

ル，リスクなどの実際のパフォーマンスと

計画したパフォーマンスの差異を中心に，

差異の今後の見通し，発生した問題の解決

状況，変更要求への対応結果を重点報告事

項とする。情報の透明性を維持するため

に，会議やレビューに広くステークホルダ

の参加を要請したり，プロジェクトの成果

物を公開の場に掲示したりする。 

・ プロジェクトの環境の変化や不確かさが

情報の配布に与える影響に関する知識 

・ 情報の透明性がステークホルダとのコミ
ュニケーションに与える影響に関する知
識 

・ プロジェクトで報告すべき項目に関する

知識 

・ 問題点の影響分析，解決に関する知識 

・ プロジェクトのパフォーマンスに関する

知識 

・ ステークホルダの関与度と影響度に関す

る知識 

・ 会議，レビューに関する知識 

・ プロジェクトの成果物に関する知識 

・ コミュニケーションに関する基本的な知

識 

・ 内部統制に対応した報告と文書化の基本

的な知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ プロジェクトの課題を的確に報告する能

力 

・ プロジェクトの状況を分析し，評価し

て，その結果を正確かつ適切に，重点事

項を漏らさず報告する能力 

・ プロジェクトのパフォーマンスの状況を

適切なツールや技法を使って表現して報

告する能力 

・ プロジェクトの今後の見通しを報告する

能力 

・ プロジェクトの評価指標の実績と評価結

果を適切に報告する能力 

・ 会議やレビューへの参加が必要なステー

クホルダを識別する能力 

・ 情報の透明性を高める施策を推進する能

力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

4 プロジェクト

の管理 

4-1 プロジェク

ト作業の管理 

プロジェクト作業のパフォーマンスを測

定して内容を適切に把握しながら，計画の

実行に支障を来す兆候や現象が存在しない

かどうか確認し，異常が発見された場合又

は予想された場合には，その原因を分析し

改善する。 

異常が新たな要因や計画の想定外の要因

によって発生した場合，当初の計画を維持

することが最善とは言えないことがある。

プロジェクトの目的の実現のために，この

ような状況に柔軟に適応して，計画変更に

よってパフォーマンスの回復を図るなどの

対応が必要となる。 

プロジェクトチームのメンバーの自律的

な貢献でパフォーマンスを改善するため

に，プロジェクト作業の管理の技術をチー

ムのメンバーに教育することも必要とな

・ プロジェクト作業の実施状況のデータの

収集に関する知識 

・ パフォーマンスの改善方法に関する知識 

・ スコープの維持及び評価に関する知識 

・ スケジュールの進捗の評価に関する知識 

・ コスト実績の評価に関する知識 

・ 品質管理測定値の評価に関する知識 

・ 定量化が難しい品質要求事項の評価に関
する知識 

・ 資源投入状況の評価に関する知識 

・ リスクへの対応状況の評価に関する知識 

・ プロジェクトのパフォーマンスの測定に

関する知識 

・ 進捗の状況を把握するツール（EVM，ト

レンドチャートなど）に関する知識 

・ プロジェクト作業のパフォーマンス測定

の尺度に関する知識 

・ プロジェクトの進捗に関わる適切なデー

タを収集，分析し問題点を識別する能力 

・ パフォーマンスの問題点を識別して改善

策を作成する能力 

・ メンバーの自律的な貢献に必要な作業の

管理の技術を識別する能力 

・ ベースラインと作業結果の実績との差異

の原因を識別し，分析及び評価して対応

策を計画・実行する能力 

・ 定量化が難しい品質要求事項を評価する

能力 

・ 測定値及び傾向を評価し，パフォーマン

スを改善するためにプロセスを変更する

能力 

・ 計画変更の影響を評価して対応の優先順

位付けを行う能力 

・ プロジェクトの進捗に伴い段階的に詳細
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る。 

プロセス改善に影響する測定値及び傾向

を評価するために，またパフォーマンスを

改善するために，必要に応じてプロセスを

変更する。これらの統合的な方法に基づい

てプロジェクトの活動を完了する。 

このプロセスをプロジェクトライフサイ

クル全体にわたり適用することによって，

ステークホルダにプロジェクトパフォーマ

ンスの正確な現状を説明する。 

パフォーマンス測定の頻度は，プロジェ

クトの規模，複雑性，リスクに応じて設定

する。 

・ プロセスの改善に関する知識 

・ プロジェクト完了報告書に関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

化された結果を，プロジェクト計画へフ

ィードバックする能力 

・ 計画された監視やパフォーマンスの測定

の頻度の適切さを評価する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

4-2 変更の管理 プロジェクト及び成果物に加えられる変

更を管理し，変更を実施する前に，これら

の変更要求の受入れ又は棄却を決定する。

プロジェクトの環境の急激な変化や不確か

さの度合いの強さに起因する変更は前向き

に捉えて，チームが変更に確実にかつ迅速

に対応できるように，また変更の実施によ

ってより高い価値を創出できるように管理

する。 

申請された変更要求に関して内容を確認

し，それを変更登録簿に記録する。変更要

求には，変更の概要，変更要求の理由，変

更が与え得る影響や変更を実施しない場合

の影響の査定などを含む。 

変更は，あらかじめ定められた変更管理

手順に従ってステークホルダと協議の上，

変更することに伴う機会と脅威の影響，変

更の範囲，時間，コスト，品質，リスクを

分析・評価し，影響の査定結果についてス

テークホルダの承認を得る。また，承認さ

れた変更に関連するプロジェクト計画を更

新する。さらに，必要なプロジェクト文書

の更新を含めて，変更の実施のために全て

のステークホルダにその決定を通知する。

必要に応じてコストや作業期間の簡易な見

・ 変更要求に関する知識 

・ 変更の与える影響の査定に関する知識 

・ プロジェクトの環境の変化や不確かさが

変更の管理に与える影響に関する知識 

・ 価値創出の枠組みに関する知識 

・ 変更管理手順に関する知識 

・ 変更登録簿に関する知識 

・ 変更要求に関連するステークホルダに関

する知識 

・ 変更を実施した場合，実施しない場合の

影響の査定に関する知識 

・ 変更がプロジェクト作業へ与える機会と

脅威の影響に関する知識 

・ 変更がチーム，チームメンバー及びステ
ークホルダへ与える機会と脅威の影響に
関する知識 

・ 変更の実施結果の評価に関する知識 

・ 成果物の構成管理に関する知識 

・ 構成管理支援システムに関する知識 

・ コストや作業期間の簡易な見積りに関す

る知識 

・ ステークホルダの意思決定に関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ 変更要求の根拠となる情報量の十分性を

確認する能力 

・ 変更要求の重要性を判断するための詳細

情報を収集する能力 

・ 変更要求を分析・評価して変更要求の妥

当性を判断する能力 

・ 過去の変更管理の情報を利用する能力 

・ 変更を実施した場合，実施しない場合の

それぞれの影響を査定する能力 

・ 変更に伴う機会と脅威のバランスを考慮

する能力 

・ 変更を積極的に受け入れて早期に変化に

適応する能力 

・ 変更を積極的に受け入れて早期に不確か

さを明確にする能力 

・ 変更の必要性，プロジェクトの実行と管

理への影響，リスクについてステークホ

ルダに合理的に説明する能力 

・ 変更に伴う影響への対応をステークホル

ダに説明する能力 

・ 変更による影響に対して，チーム，メン
バー及びステークホルダの回復力の発揮
を促す能力 

・ 変更の実施の進捗や結果を分析して評価

する能力 
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

積り方法を活用して，変更が生じた際の迅

速なステークホルダの意思決定を促す。 

変更要求が承認されると，プロジェクト

マネジメント業務を担うメンバーは，変更

に関わる全てのプロジェクトチームのメン

バーに対して変更の実施を指示し，変更の

実施の状況を確認し，その結果を評価す

る。また，成果物への変更は，構成管理の

手順によって適切に管理する。 

・ コストや作業期間の簡易な見積り方法を

選択する能力 

・ 変更に関して，ステークホルダの迅速な

意思決定を促す能力 

・ 成果物の変更に対して適切な構成管理を

実施する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

4-3 スコープの

管理 

スコープの変更によって生じる，プロジ

ェクトの目標の達成にプラスとなることが

ある潜在的リスク（機会）の影響を最大化

し，マイナスとなることがある潜在的リス

ク（脅威）の影響を最小化して，スコープ

ベースラインへの変更をマネジメントす

る。 

承認されたスコープのベースラインと現

在のスコープを比較して，今後のスコープ

を予測して，スコープへの脅威となる影響

を抑えるために，全ての適切な変更要求を

実行する。 

変更が頻発する場合には，要求事項の収

集，スコープの定義，WBS の作成，スコープ

の検証，スコープの管理が迅速に繰り返さ

れるように対応する。この繰返しの過程

で，要求事項の安定性を高めて要求事項の

優先順位付けを見直す。 

脅威がプロジェクトへの影響が少ないも

のであれば，スコープ内の問題として対応

策を考え，そのために必要な作業量や資源

を見積もり，影響度を見極めて問題を解決

する。 

脅威が計画変更を必要とするものであれ

ば，定められた変更管理の手続に従って適

切な変更要求をして，ステークホルダの承

認を得てスコープの変更を実施する。 

・ スコープのベースラインに関する知識 

・ スコープの変更の影響の査定に関する知

識 

・ スコープの変更をもたらす要因に関する

知識 

・ 頻繁な変更がスコープの管理に与える影

響に関する知識 

・ スコープの検証に関する知識 

・ 要求事項の安定性に関する知識 

・ 要求事項の優先順位に関する知識 

・ スコープの変更要求の手順やスコープの

変更の管理に関する知識 

・ スコープの変更によるリスクに関する知

識 

・ スコープの変更に必要な作業，資源に関

する知識 

・ 変更の管理に関する知識 

・ スコープの変更の予測に関する知識 

・ スコープのクリープに関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ スコープの変更に関連する全ての変更の

影響を管理する能力 

・ 機会となるスコープの変更のプラスの影

響を生かすために，適切な変更要求を実

施する能力 

・ 脅威となるスコープの変更のマイナスの

影響を抑えるために適切な変更要求を実

施する能力 

・ 要求されたスコープの変更の重要度を判

断する能力 

・ スコープの変更がプロジェクトに与える

影響度を査定する能力 

・スコープの変更に必要な作業量，資源量 

を見積もる能力 

・ スコープのベースラインと現在のスコー

プを比較してスコープの変更を予測する

能力 

・ スコープの検証の結果を要求事項の安定

化と優先順位付けに生かす能力 

・ 定められた基準に従って要求事項の優先

順位付けをする能力 

・ スコープの変更をステークホルダに合理

的に説明して承認を得る能力 

・スコープのクリープに対する予防処置を

実施する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

4-4 資源の管理 プロジェクトの要求事項を満たすよう

に，プロジェクト作業の実施に必要な資源

・ 資源要求事項に関する知識 

・ 資源の確保に関する知識 

・ 要求事項を満たすように必要な資源を確

保し，必要な方法で配分する能力 
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を確保して適切な方法で配分する。さらに

一定期間内で投入した資源を評価し，資源

の見積りに対する投入状況，タイミング，

質的及び量的な十分性を確認する。 

資源の確保に関する制約や資源の投入状

況によって資源の不足が発生することがあ

る。プロジェクトの完了へ向けての見通し

を立て，資源の不足による影響が見込まれ

る場合には，資源要求事項への変更要求を

立案する。このような資源の不足を特定

し，変更要求を基にコストや完了時期を再

評価し，必要に応じて上層の管理者の承認

を得て資源の再配分を行う。あらかじめ手

順を確定しておくことで，このような資源

の再配分を容易にできる。 

・ 資源の配分に関する知識 

・ 資源の投入状況の評価に関する知識 

・ 資源の確保の制約に関する知識 

・ 資源の再配分に関する知識 

・ 変更管理に関する知識 

・ 資源の管理を支援するシステムに関する

知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ 資源投入の実績とその計画との差異の傾

向を分析する能力 

・ 資源とプロジェクトのパフォーマンスと

の関係を理解する能力 

・ 資源の最適利用のために利用形態を管理

する能力 

・ 資源不足による影響を推定する能力 

・ 資源の過不足の原因を分析して資源要求

事項への変更要求を立案する能力 

・ 資源の再配分を計画する能力 

・ 資源計画の変更をステークホルダに合理

的に説明して承認を得る能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

4-5 プロジェク

トチームのマ

ネジメント 

プロジェクトチームのパフォーマンスを

最大限に引き上げ，パフォーマンスの評価

結果をフィードバックし，課題を解決し，

コミュニケーションを促し，プロジェクト

を成功に導く。チームのパフォーマンスが

最大化するようにチームのマネジメントの

自律性を高める。このために，チームのメ

ンバーの専門スキルの向上に加えて，相互

信頼に基づくチームワークのスキルの向上

を促進する。 

適切なマネジメントには適切なスタイル

のリーダーシップが必要である。マネジメ

ントのスタイルには集権（統制）型と分権

（委譲）型がある。集権型マネジメントで

は PM 一人に権限が与えられていて支配型の

リーダーシップが適合する。分権型マネジ

メントでは，権限がメンバーに与えられて

いて支援型のリーダーシップが適合する。 

また，顧客への価値提供の評価結果をプ

ロジェクトチームのマネジメントのプロセ

スの継続的な改善につなげるようにする。 

プロジェクトチームの作業では対立は避

けられない。対立が激化しパフォーマンス

・ プロジェクトチームの開発に関する知識 

・ プロジェクト作業において使用する各種

の組織運営スキルに関する知識 

・ マネジメント及びリーダーシップのスタ

イルに関する知識 

・ チームのパフォーマンスに影響する要因

に関する知識（自由なコミュニケーショ

ン，目的や目標の共有，相互信頼，共

創・共働など） 

・ チームのメンバーのパフォーマンスの要

因に関する知識（多様性の受容，誠実

さ，安心感・心理的安全性，共感など） 

・ パフォーマンスの改善に関する知識 

・ 自律的なチームのマネジメントに関する

知識 

・ チームワークのスキルに関する知識 

・ 顧客への価値提供の評価に関する知識 

・ チームのコミュニケーションに関する知

識 

・ 対立の解消方法に関する知識（直面，協

力，妥協，鎮静・適応，強制，撤退・回

避など） 

・ 資源の要求事項に関する知識 

・ チームが，自律的にパフォーマンスを最
大限に発揮するよう促し，支援する能力 

・ 適切なマネジメントのスタイル，リーダ

ーシップのスタイルを選択し，修整する

能力 

・ メンバー，チームのパフォーマンスを評

価する能力 

・ プロジェクトチームやメンバーが目標を
達成することを支援する能力 

・ メンバーのスキル不足を識別して対策を

支援する能力 

・ チームの活力と主体性を維持・向上する
能力 

・ 継続的に，また自律的にメンバー同士が
動機付けするようにチームをマネジメン
トする能力 

・ チームの自律的なマネジメントを促進す

る能力 

・ 相互信頼と共感に基づくチームワークを

実現する能力 

・ チームメンバー間の対立を解消する適切

な方法を選択する能力 

・ プロジェクトチーム間及びメンバー間の

コミュニケーションを活性化する能力 
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にマイナスの影響を与える場合，適切に対

処して解消する必要がある。プロジェクト

チームのマネジメントの結果，資源の要求

事項を改訂することがある。 

・ プロジェクトの教訓に関する知識 

・ 健康管理に関する基本的な知識 

・ 労働基準法など労務管理に関する基本的

な知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ プロジェクト内での重要な意思決定会議

を指揮する能力 

・ 組織の標準，チームの行動の基本原則の

遵守の徹底を促す能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

4-6 スケジュー

ルの管理 

一定期間内に投入したコストや資源，成

果物の出来高と品質などを評価し，承認済

みのスケジュールベースラインに対する現

在の進捗の実績を確認する。スケジュール

の差異を監視して適切な処置をとる。 

プロジェクトの完了に向けての見通しを

立て，遅れが生じている場合，完了期日を

予測してメンバーや資源の追加，スケジュ

ールの変更などの対策を立案する。完了の

スケジュール予測は，過去の傾向及び現状

の知識に基づいて定期的に作成し，必要に

応じて更新する。システムを頻繁にリリー

スする場合は，顧客の満足度の評価状況に

基づいて，今後開発が必要な要求事項から

最終的なリリースまでの時間を判断して，

完了のスケジュールを予測する。 

対策を基にコストや完了時期を再評価

し，必要に応じて上層の管理者の承認を得

てスケジュールベースラインを変更する。 

・ 進捗データに関する知識 

・ スケジュールパフォーマンスに関する知

識 

・ EVMに関する知識 

・ スケジュールの差異の監視に関する知識 

・ 成果物の出来高と品質の評価に関する知

識 

・ 活動の完了期日の予測に関する知識 

・ プロジェクトの完了期日の予測方法に関

する知識 

・ スケジュールの短縮技法に関する知識 

・ 変更管理手順に関する知識 

・ 頻繁なシステムのリリースがスケジュー

ルの管理に与える影響に関する知識 

・ 顧客の満足度の評価に関する知識 

・ スケジュールの管理を支援するシステム

に関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ 部分的な進捗遅延によるプロジェクトへ

の影響を推定する能力 

・ アンバランスな進捗に対して全体バラン

スを回復させる能力 

・ 進捗遅延の原因を分析して対策を立案す

る能力 

・ 進捗遅延に対してメンバーや資源の追加

を計画し実行する能力 

・ 進捗遅延に対して代替スケジュールを作

成する能力 

・ 完了期日を予測する能力 

・ 顧客の満足度の評価状況に基づいて，今

後開発が必要な要求事項を調整する能力 

・ 要求事項から開発に必要な時間を予測す

る能力 

・ スケジュールベースラインの変更につい

てステークホルダに合理的に説明して承

認を得る能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

4-7 コストの管

理 

一定期間内に投入したコストをコストベ

ースラインとの対比で大局的に，また活動

別に詳細に分析する。コストの実績と活動

の進捗，活動の予測完了期日，スコープ変

更などから完了期日に見込まれるコストを

予測し，適切な予防処置又は是正処置を実

施する。 

プロジェクト作業の開始後は，実コスト

及び完成時見積コストなどのパフォーマン

スデータとコストベースラインの差異の要

因を分析する。差異は外的要因から起きる

こともあるが，原因にかかわらず，是正処

置はコストベースラインの変更又は短期復

旧計画の作成のいずれかである。 

・ コストベースラインと実績の差異分析に

関する知識 

・ コストの差異の要因に関する知識 

・ スケジュールベースラインの変更による

コストへの影響に関する知識 

・ スコープベースラインの変更によるコス

トへの影響に関する知識 

・ コストパフォーマンスに関する知識 

・ EVMに関する知識 

・ 活動の完了予定日の予測に関する知識 

・ 実コスト及び完成時見積コストに関する

知識 

・ 短期復旧計画に関する知識 

・ コスト差異の予防処置及び是正処置に関

・ コストベースラインと実績の差異の要因

を分析する能力 

・ コスト超過が与える影響を推定する能力 

・ コスト超過に対して適切な予防処置又は

是正処置を立案・実施する能力 

・ コストパフォーマンスを評価する能力 

・ 完成時見積コストを算出する能力 

・ コスト超過の原因をステークホルダに論

理的に説明する能力 

・ コスト超過への対応策，予備費の使用を

含む代替計画を策定する能力 

・ 予備費の使用に関してステークホルダや

上層の管理者の意思決定を促す能力 

・ 予算の変更についてステークホルダに合
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コストベースラインとの大きな差異が予

想される場合，問題を把握し上層の管理者

やステークホルダと協議して，必要に応じ

て予備費を使用するなど，予算を変更す

る。コストベースラインの全ての変更は，

変更の管理に従ってマネジメントする。変

更が頻発し，予算の制約が厳しい場合に

は，スコープ及びスケジュールの変更は予

算の制約内に収めるように，定められた手

順に従って頻繁に調整する必要がある。 

する知識 

・ 予備費の使用に関する知識 

・ 変更管理手順に関する知識 

・ スコープ及びスケジュールの変更が予算

に与える影響に関する知識 

・ スコープ及びスケジュールの変更の意思

決定の手順に関する知識 

・ コストの管理を支援するシステムに関す

る知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

理的に説明して承認を得る能力 

・ 予算の制約を意識して，ステークホルダ

にスコープ及びスケジュールの変更を調

整する能力 

・ 手順に従ってステークホルダにスコープ

及びスケジュールの変更の意思決定を促

す能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

4-8 リスクの管

理 

一定期間内におけるリスクへの対応の実

施状況から，特定したリスクの追跡，新た

なリスクの特定及び評価，コンティンジェ

ンシー計画の発動条件の監視及びリスクへ

の対応の有効性を評価しながら，リスクへ

の対応の進捗をレビューする。 

プロジェクトリスクは，プロジェクトラ

イフサイクルを通じて定期的に評価する。

さらに，新たなリスクが出現したとき又は

マイルストーンに達したときに評価する。 

また，プロジェクトの進捗とともに必要

に応じて実態に適合するように，リスクの

特定とリスクの評価の結果，リスク発生に

対する基本的な方針，リスクへの対応の内

容を変更する。 

頻繁にシステムをリリースする場合に

は，リリースの都度，リスクへの対応の有

効性も評価し，必要ならば以降のリリース

に向けて改善を図る。さらに，プロジェク

トチームのリスクに関わる認識の共有を促

進して，リスクマネジメントのパフォーマ

ンスを向上させるようにする。 

・ リスクの発生がプロジェクトに与える影

響に関する知識 

・ プロジェクトの目標の達成にプラスの影

響を与えることがある潜在的リスクへの

対応である活用，共有，強化，受容に関

する知識 

・ プロジェクトの目標の達成にマイナスの

影響を与えることがある潜在的リスクへ

の対応である回避，軽減，転嫁，受容に

関する知識 

・ 頻繁なシステムのリリースがリスクの管

理に与える影響に関する知識 

・ リスクへの対応の有効性の評価に関する

知識 

・ プロジェクトチームのリスクに関わる認

識の共有に関する知識 

・ リスクマネジメントのパフォーマンスに

関する知識 

・ リスクと不確かさがステークホルダに与

える影響，及び影響に対する回復力に関

する知識 

・ コンティンジェンシー計画の発動条件及

び有効性の評価に関する知識 

・ リスクへの対応のコストに関する知識 

・ 変更管理手順に関する知識 

・ 情報セキュリティに関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ リスクの発生を察知する能力 

・ リスクの発生の影響を分析する能力 

・ 適切なリスクへの対応策を選択する能力 

・ リスクへの対応が十分でない場合に是正

処置を作成する能力 

・ 発生したリスクの根本原因を識別し再発

を防止する能力 

・ リスクへの対応の実施結果を評価して改

善する能力 

・ リスクへの対応の有効性評価の結果を活

用して，リスクマネジメントのパフォー

マンスを向上させる能力 

・ プロジェクトチームのリスクに関わる認

識の共有によって，リスクマネジメント

のパフォーマンスを向上させる能力 

・ コンティンジェンシー計画の発動を指揮

する能力 

・ コンティンジェンシー計画の実施結果を

評価する能力 

・ リスクへの対応やコンティンジェンシー
計画への投入コストとリスクによる影響
とのトレードオフを検討する能力 

・ リスクへの対応の内容の変更についてス

テークホルダに合理的に説明して承認を

得る能力 

・ リスクと不確かさに影響されたステーク

ホルダの回復力を評価する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 



                                            Copyright(c) 2023 IPA All rights reserved 

大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

4-9 品質管理の

遂行 

一定期間内における品質保証の遂行状況

から，確定したプロジェクトの目標，プロ

ジェクトの品質要求事項及び規格を満たす

かどうかを明らかにし，未達成の場合に原

因及び是正するための方法を特定する。こ

のプロセスは，プロジェクトライフサイク

ル全体を通して実施する。 

具体的には，成果物及びプロセスの品質

を満たすことを監視し，確定済みのツー

ル，手順及び技法を用いて欠陥を発見す

る。発見した欠陥について考えられる原因

を分析し，予防処置及び変更要求を決定す

る。 

品質管理によって，プロセスのパフォー

マンス又は製品品質が不十分である原因が

特定されることがあり，パフォーマンスの

不適合を改善する必要があるときには，是

正処置又は変更要求を行う。また，適切な

プロジェクト組織のメンバーに是正処置及

び変更要求を伝達する。 

継続して価値を創出するためには，品質

のプロセスのパフォーマンスも継続的に向

上させる必要がある。この場合には，プロ

セスのパフォーマンスを，顧客満足度など

の価値を表す尺度に基づき定期的に測定し

て改善状況を評価する。 

・ 組織の品質方針に関する知識 

・ 品質要求事項及び規格に関する知識 

・ 価値創出の枠組みに関する知識 

・ 品質管理のツール，手順及び技法などの

方法論に関する知識 

・ 品質管理測定値に関する知識 

・ 定量化が難しい品質要求事項の達成状況
の把握に関する知識 

・ システム開発のプロジェクトフェーズに

おける品質保証の遂行に関する知識 

・ 成果物のレビューやテストに関する知識 

・ 欠陥の発見及び原因分析に関する知識 

・ 欠陥の予防コストに関する知識 

・ 欠陥の除去コストに関する知識 

・ 変更管理手順に関する知識 

・ 構成管理に関する知識 

・ 価値創出の枠組みに関する知識 

・ 品質のプロセスのパフォーマンスを測定

する尺度に関する知識 

・ 顧客満足度に関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ プロジェクトに求められる品質要求事項

を把握する能力 

・ 品質管理測定値を用いて品質のパフォー

マンスを評価する能力 

・ 定量化が難しい品質要求事項の達成状況
を把握して，必要な是正処置を行う能力 

・ 品質要求事項の未達の原因を特定する能

力 

・ 品質要求事項の未達の原因を除去する能

力 

・ 品質要求事項の未達の予防処置，是正処

置及び変更要求をステークホルダに論理

的に説明する能力 

・ 予防コストと除去コストをバランスさせ

る能力 

・ 品質計画の変更についてステークホルダ

に合理的に説明して承認を得る能力 

・ 品質のプロセスのパフォーマンスの改善

状況を評価する能力 

・ 評価の結果に基づき，継続して品質のプ
ロセスのパフォーマンスを向上させる能
力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

4-10 調達の運営

管理 

プロジェクトの作業過程で，購入者と供

給者との関係をマネジメントし，組織内の

チームと外部調達メンバーが融和して期待

する能力が発揮できるようする。 

このプロセスでは，供給者のパフォーマ

ンスの監視及びレビュー，定例進捗報告書

の受理，並びに契約の種類，品質，遂行状

況，適時性及び安全性を含むプロジェクト

の全ての要求事項に適合させるための処置

を行う。 

供給者の契約の未履行に対して，双方協

議の上，早期の問題解決に努める。契約内

・ システム開発取引や契約に関する知識 

・ システム開発企業やサービス提供企業な

どの供給者に関する知識 

・ システム開発メンバーへの要求事項に関

する知識 

・ 製品への要求事項に関する知識 

・ サービスの活用への要求事項に関する知

識 

・ サービスレベル合意書（SLA）に関する

知識 

・ 調達仕様書に関する知識 

・ 供給者のパフォーマンスに関する知識 

・ 供給者のパフォーマンスの監視及びレビ

ューをする能力 

・ 納入された調達品が調達仕様書に適合し

ているかどうかを評価して検収する能力 

・ 調達実行の遅れが与える影響を推定する

能力 

・ 調達実行の遅れの原因を分析する能力 

・ 契約の未履行を指摘して回復を促す能力 

・ 調達の契約変更を交渉する能力 

・ 調達計画の変更を実施する能力 

・ 契約の変更についてステークホルダに合

理的に説明して承認を得る能力 
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容の変更が発生した場合には，変更内容を

明確にした上で契約変更を行う。 

プロジェクトの環境の急激な変化や不確

かさの度合いが強い場合には，調達仕様書

及び要求事項が変更に適応できるように契

約内容に配慮が必要である。これによって

契約全体を変更することなく，迅速に変更

に対応できる。 

・ 契約交渉に関する基本的な知識 

・ 法的制約に関する基本的な知識 

・ 守秘義務に関する基本的な知識 

・ 知的財産権に関する基本的な知識 

・ 海外調達に関する基本的な知識 

・ 変更管理手順に関する知識 

・ プロジェクトの環境の変化や不確かさが

調達の運営管理に与える影響に関する知

識 

・ 変更が調達の契約に与える影響に関する

知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ 変更が調達の契約全体に影響を与えない

ような契約を締結する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

4-11 コミュニケ

ーションのマ

ネジメント 

ステークホルダのコミュニケーションに

対する要求事項を確実に満たし，コミュニ

ケーションの課題が発生したときには，そ

れを解決する。プロジェクトチームのメン

バーとステークホルダの円滑なコミュニケ

ーションを通じて，ステークホルダの理解

と協力を深める。頻繁な変更がある場合に

は，これによってコミュニケーションのギ

ャップが生まれないように，また変更に伴

い発生したコミュニケーションの課題につ

いても迅速に解決できるように対応する必

要がある。 

タイムリで正確で偏りのない情報を提供

し，コミュニケーションの課題を解決し

て，未知又は未解決のステークホルダの課

題又は誤解によって，プロジェクトが悪影

響を受けるリスクを最小化する。 

・ プロジェクトで報告すべき項目に関する

知識 

・ 情報の配布に関する知識 

・ ステークホルダのコミュニケーションに

対する要求事項に関する知識 

・ 頻繁な変更がコミュニケーションのマネ

ジメントに与える影響に関する知識 

・ コミュニケ―ションのギャップに関する

知識 

・ コミュニケーションの課題の影響分析，

解決に関する知識 

・ プロジェクトチームのメンバーとステー

クホルダの意思疎通に関する知識 

・ コミュニケーションに関わるリスクに関

する知識 

・ 内部統制に対応した報告と文書化の基本

的な知識 

・ プレゼンテーションに関する基本的な知

識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ ステークホルダのコミュニケーションに

対する要求事項及び期待を適切に理解し

て的確な対応を行う能力 

・ プロジェクトの状況を，正確かつ適切

に，重点事項を漏らさず報告する能力 

・ コミュニケーションの課題を的確に捉え

て解決する能力 

・ コミュニケーションのギャップの発生を

予防する能力 

・ コミュニケーションのギャップを識別し

て対処する能力 

・ 適切なコミュニケーションによってリス

クを特定して対応する能力 

・ コミュニケーションのマネジメントの有

効性を評価する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 

5 プロジェクト

の終結 

5-1 プロジェク

トフェーズ又

はプロジェク

トの終結  

プロジェクトフェーズ又はプロジェクト

を終結するために，供給者からの調達品の

検収も含め，全ての最終成果物に関する機

能，性能，品質などを検証してプロジェク

トの全てのプロセス及び活動の完了を確認

する。プロジェクトの終結時点では，終結

・ プロセスや活動の完了評価に関する知識 

・ 全てのステークホルダから，プロジェク
トに関する率直で真摯な評価を引き出す
ための知識 

・ 成果物の品質評価に関する知識 

・ プロジェクトフェーズの実績評価・分析

・ プロジェクトフェーズの終結の確認を企

画して指揮する能力 

・ 成果物の完成状況を検証する能力 

・ プロジェクトフェーズの評価に資する情

報を収集，整理，分析，評価する能力 

・ プロジェクトフェーズの評価結果に基づ
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に影響しないと判断された問題を除き，他

の問題は全て解決され，また，承認された

変更要求への対応が終了していることを確

認する。 

プロジェクトに関する全ての成果物をス

テークホルダに引き渡し，ステークホルダ

による検収作業に，適時，適切に対応す

る。また，残された全ての問題を記録して

引継ぎが可能な状態にしておく。プロジェ

クトによって開発された成果物は，運用組

織又は保守組織に引き渡す。 

ステークホルダがプロジェクトの提供す

る価値を必要としなくなった場合，又は段

階的に価値を提供するプロジェクトの途中

で顧客の期待が充足された場合，プロジェ

クトは完了前に中止する。また，一部若し

くは全てのプロジェクトの目標が達成でき

ないことが明らかになった場合は，組織の

プロジェクトの終結基準に従ってプロジェ

クトの継続又は中止が決められる。探索的

なアプローチなどを選択して不確かさに対

応しながら実行するプロジェクトでは，目

標が達成できないことが明らかになった場

合に，その結果をプロジェクトの目的の実

現に向けての学習の機会，成果と捉えて，

別のアプローチを選択したり，新たな目標

を設定したりして，プロジェクトを継続す

ることがある。 

プロジェクトフェーズの終結の場合は，

当該プロジェクトフェーズの終結を確認し

て，ステークホルダに当該プロジェクトフ

ェーズの終結及び次のプロジェクトフェー

ズの開始の承認を得る。 

全てのプロジェクトの情報は組織で定め

られた管理標準に従って収集，保管した上

で，ステークホルダにプロジェクトの終結

を報告し承認を得て，プロジェクトの全て

の活動を完了し，全てのプロジェクトメン

に関する知識 

・ プロジェクトフェーズの終結の確認手順

に関する知識 

・ 次のプロジェクトフェーズの開始の条件

に関する知識 

・ 組織のプロジェクトの終結基準に関する

知識 

・ 不確かさを伴うプロジェクトを終結させ

るか又は継続させるかを決める，組織の

判断基準に関する知識 

・ プロジェクトの終結の確認手順に関する

知識 

・ 組織の成果物保管基準に関する知識 

・ 供給者からの調達に関する契約の終結に

関する知識 

・ 成果物の引渡しに関する知識 

・ システムの運用組織及び保守組織に関す

る知識 

・ 成果物の検収条件に関する知識 

・ プロジェクトマネジメントの遂行の評価

に関する知識 

・ プロジェクト又はプロジェクトフェーズ

の終結報告書の内容に関する知識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

き改善案を作成し実行する能力 

・ 改善案の効果を評価する能力 

・ ステークホルダにプロジェクトフェーズ

の終結，次のプロジェクトフェーズの開

始について承認を得られるよう，合理的

に説明する能力 

・ プロジェクトの目的の実現及びプロジェ

クトの目標の達成状況を評価する能力 

・ プロジェクト実行中に判明した目標未達

成の原因を学習して，目標の達成に向け

て新たな方法を選択する能力 

・ プロジェクト実行中に判明した目標未達

成の原因を学習して，プロジェクトの目

的の実現に向けて，新たな目標を設定す

る能力 

・ プロジェクトの各チームの完了報告の妥

当性を見極める能力 

・ 未完成部分の完遂を指揮する能力 

・ 未解決の問題への対処の妥当性を判断す

る能力 

・ 成果物を引き渡すプロセスを識別して，

プロジェクトの範囲の作業を実施する能

力 

・ 成果物について検収担当者に説明する能

力 

・検収担当者からの問合せに対して的確 

に回答する能力 

・ プロジェクトの作業過程及び完了状況の

重要事項を適切にデータ化する能力 

・ プロジェクトの作業過程及び完了状況の

重要事項をもれなく簡潔に説明する能力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 
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バー及び資源を解放してプロジェクトは終

了する。 

5-2 得た教訓の

収集 

現在のプロジェクト及び将来のプロジェ

クトにおける標準値，障害対応などへの参

照情報とするために，また，教訓として役

立てるために，プロジェクトを評価して，

その結果を含めて分析結果をデータベース

化して経験を収集する。 

プロジェクトライフサイクルのプロジェ

クトフェーズで適宜収集してきたメンバー

の投入工数，資源の配分量，作業期間，品

質，コスト，リスク登録簿，承認された変

更，懸案事項などに関する情報を収集し，

活動別，プロジェクトフェーズ別，プロジ

ェクト内のチーム別に分類して集計する。

これらを基に，終結時点でのプロジェクト

計画と実績の差異分析を行う。 

また，プロジェクト完了後の評価指標に

基づいて，顧客の満足度及び価値の提供に

関すること，プロジェクト作業や成果物の

品質に関すること，プロジェクトチームに

よって得られた成果に関すること，メンバ

ーの能力や協調体制に関すること，プロジ

ェクトマネジメントの方法に関すること，

などを評価する。 

プロジェクトで望ましい成果が得られな

かった場合は，他のプロジェクト又は次の

プロジェクトフェーズ以降での改善策を作

成し，より良質な成果が得られるよう評価

結果を有効に利用する。また，プロジェク

トの目標の一部若しくは全てが達成できな

かった場合は，目標未達成の根本原因を特

定して，再発防止の対応策を作成する。こ

れらを教訓として組織で共有し，組織のプ

ロジェクトマネジメント力の向上につなげ

る。 

・ 組織のプロジェクト完了で報告すべき事

項に関する知識 

・ 組織のプロジェクトのパフォーマンス基

準に関する知識 

・ 契約の遵守に関する知識 

・ プロジェクト完了後の評価指標に関する

知識 

・ 顧客への価値提供に関する知識 

・ 顧客の満足度に関する知識 

・ チームメンバーの自律性，セルフリーダ
ーシップ，成長や意欲に関する知識 

・ 価値創出の枠組みに関する知識 

・ プロジェクトの目標未達成の根本原因を

特定する方法に関する知識 

・ プロジェクト評価手法に関する知識 

・ 過去のプロジェクト完了報告書の評価情

報に関する知識 

・ プロジェクトに関する外部機関の公表す

る調査結果に関する知識 

・ プロジェクトのデータの整理に関する知

識 

・ プロジェクトのデータの分析に関する基

本的な知識 

・ プロジェクト実績のデータベース化に関

する知識 

・ プレゼンテーションに関する基本的な知

識 

・ 対話及び文書化に関する知識 

・ プロジェクトの全体を総括する能力 

・ プロジェクトの終結後の評価として有効

な情報を収集する能力 

・ 質問表などを作成し，全てのステークホ

ルダ，上層の管理者などから真の情報を

収集して評価する能力 

・ プロジェクト作業過程の重要事項を識別

して履歴を評価する能力 

・ プロジェクト完了後の評価指標に基づき

適切に評価する能力 

・ 顧客の満足度を測定する仕組みを構築

し，実施・評価する能力 

・ チームメンバーの自律性，セルフリーダ
ーシップの改善，成長や意欲の増進のた
めにフィードバックする能力 

・ プロジェクトの成功又は失敗の要因を分

析する能力 

・ プロジェクトの改善点を識別し改善策を

策定する能力 

・ プロジェクトの目標未達成の根本原因を

特定し再発防止の対応策を作成する能力 

・ 完了評価の報告での意見をヒアリングす

る能力 

・ 残項目への対応方法を提案する能力 

・ 終結時に達成した品質の水準を評価する

能力 

・ 外部機関の公表する調査結果を利用して

プロジェクトを客観的に評価する能力 

・ プロジェクトマネジメントに有用な重要

情報を識別する能力 

・ 過去のプロジェクトのデータと当該プロ

ジェクトのデータを比較分析する能力 

・ 収集した情報を目的に沿って整理する能

力 

・ 組織の評価基準の改訂を提案する能力 

・ プロジェクトで得た有効な情報を識別
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し，組織で共有できるようにまとめる能

力 

・ 対話によって相互理解を深める能力 
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